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平成 22(2010)年度かながわ自治体の国際政策研究会 研修会  

テーマ「災害時外国人住民支援における自治体と国際交流協会等の役割について」 

 

平成 22(2010)年 10 月４日（月）14:00～16:30 

大和スポーツセンター第一・第二会議室 

 

次第 

１ 挨拶(14:00～14:05) 

  かながわ自治体の国際政策研究会代表幹事 星野 武夫 氏(中井町参事兼企画課長) 

 

２ 講演(14:05～14:35) 

講師 

大野 慎一 氏 

（全国市町村国際文化研修所客員教授、財団法人救急振興財団理事長、NPO 法人多文化共生マネー 

ジャー全国協議会 理事） 

 

３ 事前ワークの結果報告(14:35～14:50) 

 

  (休憩  14:50～15:00) 

 

４ パネルディスカッション(15:00～16:15) 

  ファシリテーター：松本 義弘 氏(横須賀市政策推進部国際交流課上席課長) 

  パネリスト：小池 朋子 氏(綾瀬市市民部市民協働課主査) 

        小西 永里子 氏(財団法人大和市国際化協会主任) 

         平野 友康 氏(社会福祉法人横須賀市社会福祉協議会ボランティアセンター主任) 

コメンテーター：大野 慎一 氏（全国市町村国際文化研修所客員教授、財団法人救急振興財団理事

長、NPO 法人多文化共生マネージャー全国協議会理事） 

 

５ 質疑応答(16：15～16：30) 

 

【配布資料】 ※本年次報告書には、配付資料１,２,３,５,６を添付  

１ 講演レジュメ 

２ 災害時における「多文化共生」をめざして 

３ 事前ワーク「災害時外国人住民支援について考える」 結果報告 

４ 災害時外国人住民支援検討部会報告書 

５ 事例報告：財団法人大和市国際化協会 

６ 横須賀市社会福祉協議会の事例 

災害時外国人支援ハンドブック(作成:船橋市国際交流協会、NPO 法人横須賀国際交流協会) 

７ 研修会出演者プロフィール 

８ 研修会参加者名簿 

 研修会アンケート 
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事前ワーク「災害時外国人住民支援について考える」  結果報告 

   

１ 貴自治体の地域防災計画において、外国人住民を要援護者に位置づけていますか。 

 

     はい：     18           いいえ：    12           

 

２ 貴自治体・団体では、過去数年間～現在で、災害時外国人住民支援についての取組みは

ありますか。 

 

     はい：     21           いいえ：   22       

 

３ ２で「はい」に〇をつけた形にお伺いします。 

 Ａ 予算措置のある事業の場合 

回答自治体 

・団体 
事業 事業概要 

 災害時・非常時多言

語緊急情報翻訳 

県外の団体と契約をし、県災害対策本部で作成される緊急情

報を多言語化(翻訳)する 

神奈川県 かながわ一般通訳支

援事業における災害

時支援者登録バンク

システム 

県内で災害が発生した場合における被災した外国籍県民への

支援 

緊急時の翻訳(平成

22 年度) 

地震などの災害、感染症の拡大など、緊急情報の翻訳を行

い、WEB ページ、チラシ等でお知らせする。 

外国人のための地域

防災マップと対応マ

ニュアル作成(平成

19～21 年度) 

区内に住む外国人に分かりやすく実用的な防災マップと防災

情報を提供 

防災情報 Eメール配

信事業 

防災情報を E メール発信することで、外国人の災害対策の軽

減に資する。 

横浜市 

地域防災拠点等の案

内表示板の作成・設

置 

最寄の地域防災拠点等を周知するため、多言語の案内表示板

を作成・設置。 

横須賀市 

横須賀国際交流

協会 

外国籍市民防災・災

害対策基盤整備 

・災害時に「要援護者」となる外国籍市民を支援するため、

本市の関係部署との連携により、被災時の連絡体制整備に協

力する。 

・外国籍市民に向けた災害時対応の啓発事業を計画する。 

・災害時多言語支援センターの設置にかかる準備体制を整え

る。 

資料３ 
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鎌倉市 

防災知識啓発冊子作

成委託(平成 17 年

度) 

市民に対する防災情報の提供並びに防災意識の啓発を目的に

災害時の心構えや避難場所の位置などを記載した冊子を作成

した際に、併せて外国語版(日本語・英語・中国語・韓国

語・ポルトガル語)を作成した。 

藤沢市 

多言語地震防災ガイ

ドの作成事業(平成

21 年度) 

地震発生時の行動マニュアルとして、日本語、英語、中国

語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語、ベトナム語の 7 カ

国語で表記した「多言語防災ガイド」を 10,000 部作成。 

伊勢原市 
防災資機材等整備事

業(平成 18 年度～) 

広域避難所案内看板及び誘導看板への外国語表記(英語)やピ

クトグラム表記など 

綾瀬市 

防災ガイド多言語版

の作成(平成 14 年

度) 

防災ガイド多言語版の作成(火災・地震時の対処方法など) 

作成言語９言語(英・ポルトガル・スペイン・タイ・カンボ

ジア・ラオス・ベトナム・中国・ハングル) 

厚木市 

災害時通訳ボランテ

ィア活動支援事業

(平成 21 年度～) 

地域防災拠点等において、日本語によるコミュニケーション

が困難な外国籍市民への通訳及び翻訳によるサポート、市及

び自治会主催による防災訓練及び研修への参加、その他災害

時における外国籍市民へのサポートに関すること 

愛川町 

災害時における外国

籍住民支援事業(平

成 19 年度) 

(財)自治体国際化協会から助成を受け、防災講習会や意見交

換会を実施するとともに、防災マップや災害カード等の多言

語資料の作成・配布を行い、外国籍住民が安心して行動がで

きる環境の整備を行った。 

横浜市国際交流

協会 

在住外国人の災害時

対応事業 

・災害時外国人支援対策連絡会 

・外国人災害時情報センター設置訓練 

・関東地域国際化協会連絡協議会「多言語翻訳シュミレーシ

ョン」参加 

青葉国際交流ラ

ウンジ 
防災関係事業 

・外国人ボランティア研修講座(長岡国際交流センター長の

講話、地域の防災訓練へ外国人が参加)・ラウンジボランテ

ィア研修・さがみはら国際交流ラウンジ講演会、横浜市安全

管理局職員の講演・青葉区コラボレーションフォーラム 紙

芝居「稲村の火」英文・ラウンジニュースにおいて防災関連

記事掲載 http://aoba-

lounge.sakura.ne.jp/archives/lnewsbacknumber/numberlis

t.html・今後、携帯への情報配信サービスを利用して防災関

連情報も配信する予定。 

金沢国際交流ラ

ウンジボランテ

ィア会情報広報

部 

外国人への情報提供
外国人への情報提供するための基本的な考え、方法、内容を

他先行団体から聞く(防災に関する教育) 

さがみはら国際

交流ラウンジ 
防災関係(毎年実施)

防災研修会、防災バスツアー、防災訓練、フェスティバルで

の防災展示、防災クイズ (これらは全てボランティアによ

る活動) 
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 Ｂ 予算措置はないが、取組みがある場合 

回答自治体・

団体 
取組み内容 

横浜市 
外国人を対象とした「防災フェア」の実施(平成 21 年度で終了) 

「外国人防災リーダー」育成事業 

相模原市 災害時における、さがみはら国際交流ラウンジ運営委員会の協力に関する協定 

綾瀬市 定期的に発行している多言語情報紙において防災情報を掲載。 

秦野市 

市民からの依頼により、市職員又は市に登録する地域防災相談員が講習会を行

う。外国籍住民を支援する団体からの依頼により外国籍住民を対象に実施した実

績あり。 

大和市 

大和市国際化

協会 

多文化共生会議において、「防災」をテーマに議論している。 

伊勢原市 
財団法人消防科学総合センター作成「地震に自信を」(４カ国語表記)のパンフレ

ットを自治会訓練及び各種研修会で配布している。 

開成町 
地域住民とのコミュニケーションの機会の提供として、自主防災会や勤務先の町

内事業所に防災訓練への参加を呼びかけている。 

かながわ国際

交流財団 

関東地域国際化協会連絡協議会にて、「災害時における外国人支援ネットワー

ク」の協定締結 

青葉区国際交

流ラウンジ 

・横浜市青葉区多言語防災マップ作成 

・横浜市災害ボランティアネットワーク会議(会員)、災害ボランティアセンター

設置訓練へ参加 

・横浜市国際交流協会「災害時多言語表示シート(2009 年)」作成への協力 

・(財)自治体国際化協会(CLAIR)「災害時多言語情報作成ツール」作成への協力 

・横浜市総合防災訓練企画参加 

・相模原市防災訓練(外国人防災へのとりくみ・さがみはら国際交流ラウンジ)へ

の参加 

・横浜市青葉区災害ボランティア連絡会主催(会員)、災害ボランティアセンター

立ち上げ訓練へ参加。 

・緊急地震速報多言語ちらし作成(やさしい日本語併記、中、韓・朝、スペ、タ

ガ、仏)⇒横浜市消防局 HP に掲載

http://www.city.yokohama.jp/me/shobo/kikikanri/kinkyujishinindex.html 

港北国際交流

ラウンジ 

外国人日本語教室での港北消防署説明会(2009 年度)、港北区災害ボランティア連

絡会シュミレーション参加、港北区災害避難地図作成協力 
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４ 貴自治体・団体では、災害時に外国人を支援するため、関係団体との連携・協力が必要

だと考えますか。 

 

       考える：   39      考えない：   ４     

       

（１） 連携協力を行う団体としてはどのような団体が考えられますか。         

(「考える」を〇で囲んだ方が回答、該当すると思う部分を〇で囲んでください) 

①在日外国公館等   ②国又は国の関連団体                    

③神奈川県などの地方公共団体又は国際交流協会  ④その他          

 

 

 

 

 

（２） 連携・協力が必要だと考えない理由は何ですか。               

(「考えない」を〇で囲んだ方が回答・該当すると思う部分を〇で囲んでください) 

①外国人に対して特別な支援を想定していないため 

②災害時に外国人を支援する団体がないため 

③平常時から連携・協力を行っている団体がないため  ④その他          

 

５ 災害時外国人住民支援に係る県・市町村・国際交流協会等の役割としてどのようなものが考えられるでしょうか。 

(下記の①～④の取組みについて、それぞれの役割に該当すると考えるものに〇をしてください。) 

 

 

 

 

        取組み内容 県 市町村 国際交流協会等

① 
災害多言語支援センターの設置・運営 

(設問７参照)       

② 災害情報の多言語による発信 
      

③ 

災害時外国人支援に係る研修会の開催 

(例：災害時外国人サポーター養成講座、

外国人のための避難所訓練)       

④ 
在住外国人情報の取得(例：外国人コミュ

ニティの把握) 
      

「その他」…社会福祉協議会、通訳ボランティア、勤務先の企業、日本語教室、災害ボラン 

ティアネットワーク、マスメディア、自治会、民生児童委員、医療機関、教育 

機関など。 
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●その他、役割として考えられることがあればご記入ください。 

県の役割 

・周辺市町村に係る情報収集・発信 

・県内市町村、県の国際交流財団、周辺の県との連携 

・通訳ボランティア等の派遣 

・全国的な支援の手の割り振り 

・災害発生時、実際に市町村に出向ける体制づくり 

・各市町村・国際交流協会間の相互支援のコーディネート 

・災害時の国との調整と全国自治体への協力要請体制の確立 

・大使館対応(災害時)、マスコミ対応(災害時) 

・各機関の通訳、翻訳メンバーの相互支援 

 

市町村の役割 

・多言語支援センターの設置要請、同センターへの情報発信 

・庁内連携、市町村の国際交流協会との連携、他市町村との協力関係構築 

・ボランティアセンターと災害多言語支援センターの仲介、支援 

・全体的な交通整理と地域情報の提供 

・平時のネットワークの形成、外国人住民への防災意識啓発、地域住民・行政職員への外国人住民に

関する意識付け 

・外国人登録原票管理機関であることから期待される役割もの 

・災害発生時、実際に市町村を受け入れる体制づくり 

・災害時の県への要請とボランティア団体に対する指示・統括ができる組織の確立 

・関係機関のつなぎ役(平常時、災害時)、支援センター設置(災害時) 

・ハードの部分 

・外国人登録時に防災のオリエンテーション紹介を含める。 

・ボランティアの発掘、育成(研修など) 

 

 

国際交流協会等の役割 

・外国人の防災意識の啓発(イベント間の連携・他のイベントでの周知) 

・支援者の発掘、育成 

・災害ボランティアの平時からのネットワーク作り 

・通訳ボランティアへの協力要請 

・平時のネットワークの形成、外国人住民への防災意識啓発、地域住民への外国人住民に関する意識

付け 

・外国人コミュニティ活動の充実 

・緊急時を除く、気軽な中・長期的な交流の場の提供を期待する。 

・他地域支援ボランティア活動との協調と普段の外国人教育、災害時の現場支援等 

・外国人の防災教育(平常時)、人的ネットワーク(専門性を持つ人材) 

・ソフトの部分 

・社会福祉協議会も含め、ボランティアなどの地域の力で協力していく。 
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６ 災害時外国人住民支援について知りたいこと、気になることがありましたら、ご自由に

お書きください。 

 

【回答】・ 地域コミュニティと大使館のリンク(例：フランス大使館) 

    ・ 各自治体は支援者をどのくらい把握し、確保しているか。 

・ 具体的なシュミレーションや準備の必要に迫られているのに対する外国人市民の

関心の低さ 

・ 情報発信を行う場合、市で多言語で情報発信を行うことは非常に難しいと思う。

多言語に対応するためには、どのようなことに気をつけないといけないか。 

・ 外国人住民が望む災害時支援について 

・ 在留外国人の地域別(区内のどの自治会・町内会別)情報がないため、災害発生時、

どの地域にどの言語ボランティアをどの程度配置すればよいのか、普段から準備

ができない 

・ 外国人による外国人支援が必要と考える。 

・ ベトナム、ラオス、カンボジアといった希少言語のスピーカーへの対応を早いう

ちに、広い範囲で考えておきたい。 

 

 

７ 最後に、平成22年３月にかながわ自治体の国際政策研究会で発行した「災害時外国人住

民支援検討部会 報告書」をご覧になったことはありますか。 

   

       はい：   28          いいえ：   12         

 

 

＜参考＞ 

報告書を掲載しているホームページ(かながわ自治体の国際政策研究会のページ) 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f3702/ 
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              平成 22 年度かながわ自治体の国際政策研究会研修会 記録 

 

日時：平成 22 年 10 月４日(月)14：00～16：45 

                    場所：大和スポーツセンター 第 1・２会議室 

  

テーマ：災害時外国人住民支援における自治体と国際交流協会等の役割について 

 

１ 代表幹事あいさつ    

星野 武夫 (中井町参事兼企画課長)    

 

  私は、今年度かながわ自治体の国際政策研究会の代表幹事を務めさせていただいており

ます中井町参事兼企画課長の星野と申します。本日は大変足元の悪い中ではございますが、

研修会にご出席いただきましてありがとうございます。ご講演をしていただく大野先生を

はじめ、パネルディスカッションにご参加いただきます横須賀市の松本課長さん、パネリ

ストの方々には大変快く研修会にご協力いただけますことにお礼を申し上げます。 

  みなさん御承知のように、かながわ自治体の国際政策研究会につきましては、国際化に

関する色々な施策の研究、研修を積み上げて、それぞれの自治体における国際化を盛り上

げていこうということで平成２年から活動を始めさせていただいております。平成 20、21

年度につきましては、本日皆さまのお手元にも配布させていただいておりますが、災害時

外国人住民支援検討部会の方々のご尽力によりまして、災害多言語支援センターの設置等

についての研究を進めさせていただきました。県外の先進事例や外部講師を招いての研究

の成果として、今年の３月に報告書として発行させていただきました。 

 

今年度の事業実施にあたりまして、６月に総会を開催した際に、引き続き今年度も防災

をテーマに研修を進めていったらどうかというようなご提案をいただきました関係で、今

年度も引き続き、本日のテーマにもございます「災害時外国人住民支援に関する自治体と

国際交流協会等の役割」というテーマで研修会を開催させていただいている次第でござい

ます。特に数年にわたってのテーマの研修会ということで、「参加層を厚くしていきたい」、

そして「顔の見える関係を築きあげ、継続していきたい」という想いがございます。そう

いった趣旨の中で今回も防災にスポットを当てた形で研修会を開かせていただくといった

ところであります。 

 

本日は、日頃それぞれの立場でご活躍されております先生方、また、それぞれ地域で自

治体、国際交流協会、社会福祉協議会として、いろいろな支援のためのネットワークを築

かれているみなさんによるお話は非常に有益なものになるのではと感じております。どう

ぞみなさん限られた時間ではございますが、本日のテーマに沿った形での有益な時間を過

ごしていただきますようお願い申しあげまして、私からのご挨拶に代えさせていただきた

いと思います。どうぞこれからよろしくお願いいたします。 
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２ 講演   講師：大野 慎一 氏 

(全国市町村国際文化研修所客員教授、財団法人救急振興財団理事長、NPO

法人多文化共生マネージャー全国協議会理事)  

 

皆様こんにちは。いくつかの肩書きをご紹介いただきましたが、今フルタイムで仕事を

やっているというものは、財団法人救急振興財団理事長という仕事です。これは一番分か

りやすく言いますと、救急救命士ですね。救急の時に大体どこもそうですが、救急車が１

台でますけれど、そのうち３人救急隊員が乗っています。３人救急隊員が乗っている中で、

その内の１人は救急救命士になっています。救急救命士は、心肺停止状態になった人に対

して、単なる心肺蘇生だけじゃなくて、呼吸の管理をしたり、場合によっては、強心剤み

たいな薬剤をうつということもある訳です。これは本来、医者しかできないものを救急救

命士に限って、救急車の中で、あるいは現場でできるという仕組みにしていまして、それ

は国家資格になっています。 

また、私どもの財団は研修所を持っていまして、そこで、すでに救急隊員になっている

方が泊まり込みで研修に来ます。何ヶ月か研修が終わった上で国家試験を受けて、大体の

方は殆ど合格しますけども、その上で晴れてその医者しか認められていないことができる

と、こういう仕組みなんですね。研修所は今、八王子に１ヵ所ありまして、それから北九

州市に１ヵ所あります。二つ研修所があるんですが、それを運営管理するというのが、私

ども財団の仕事で、それが私のフルタイムの仕事です。 

 

 それから、全国市町村国際文化研修所の客員教授となっています。今日は、市町村、国

際交流協会の方が多いので、少し宣伝をしますと、私はしばらく前に、そこの学長をやっ

ていました。学長を辞めて今の財団に来たのですが、引き続きいろいろなところで研修の

講師に行くという時のために、客員教授という形をとっています。今日も実はその資格で

この場に来ています。ここでは、出前研修という制度を私がいる時に作りました。普通は、

大津市、それから幕張にもある研修所に来ていただいて、宿泊研修をするということです

が、なかなか来れない自治体の方も多い。そういうことであれば、出向いて出前研修をし

ましょうと、経費負担は一切いりません。あくまでも全国市町村国際文化研修所の経費負

担で行きます。自治体の方や場合によっては、国際化協会の方たちに話すという場合にも

良い訳ですが、そういう場合に人を集めていただければ、そこに出向いて行って研修の講

師をやりますよと、こういう制度を作りました。 

 

 それから、もう一つ、ＮＰＯ法人多文化共生マネージャー全国協議会の理事とこうなっ

ていますけど、これは今日のテーマに大変関心が深いと思います。多文化共生マネージャ

ーという、国家資格ではないんですけども、そういう研修を受けた方にですね、これは２

週間やりますから大変な研修なんですが、なにか認定をしようということを考えまして、

認定された方は多文化共生マネージャー、多文化についてのいろいろな研修を受けたと、

こういう意味になります。そういう人たちが集まって、いろいろな活動をしようというこ

とで、NPO 法人を作ったんですね。私も理事になっているということですから、一応私も多
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文化共生マネージャーになっています。学長をやっている時に、２週間学長の仕事やらな

いで、研修を受けまして多文化共生マネージャーになっています。 

 そういういくつかの肩書きがありますけど、これは全てその時、その時に応じて使い分

けていると、こういうことであります。 

 

●災害時外国人住民支援を考えるにあたって 

 さて、そこで今日は災害時の関係で、在住外国人の方々の支援のことを考えようという

ことなのですが、先程、中井町参事の星野さんからもお話がありましたとおり、ずっと神

奈川県はいろいろな活動をやってこられまして、私もあらかじめいただいた昨年の災害時

検討部会の報告書を見ました。大変しっかりした中身になっておりまして、そういうもの

を見ていただければ、これからの皆さん方がお考えになることは、大体もう書いてあるな、

という感じもします。 

ただいつも思うのは、人の顔が違うように、地域が違う訳なので、こういう報告書とか、

あるいは国の方針や報告がそうなんですけれど、できるだけ満遍なく書こうとしますので、

ご自分の地域にとって何が大事かということは分からないですよね。だから自分の地域に

とってどうか、あるいは皆さん方にとってどうかということを考えないと仕方がないと思

いますね。 

 今日は皆さん方がご自分のストーリーを作る場合に、参考になるような講演あるいはパ

ネルディスカッションになれば良いなと、こういうふうに私は思うんですね、そのための

ポイントを私もお話できればと思っております。 

  

●災害時における多文化共生を目指して 

 まず、皆さん方にお聞きしたいんですけども、皆さん方今日は災害時の外国人に対する

支援ということでお集まりいただいているんですが、ご自身で、地震の災害というものを

体験した方はおられますか。 

 私の資料の２に、「災害時における「多文化共生」を目指して」というのがあります。こ

れは私が阪神淡路大震災の時に、国で災害の応急対策の責任者をやっておりましたので、

その時思ったことなどもかなり詳しく書いてあります。あまり客観的なことではなくて、

主観的なことをはっきり書いてあるということなんですが、今のお話のように、私にとっ

ては阪神淡路大震災の時の経験が大変その後にとって大きな意味を持っています。 

 それでは、地域災害に直接遭われたという方はほとんどおられない、ということが分か

ったのですが、あなた方はそのあとに現場に入るだとか、似たような形でボランティアみ

たいな形で、現場に行かれた方はいらっしゃいますか？あぁ、結構おられますね、なるほ

ど。どこに行かれました？ 

 

(フロア参加者)新潟県の中越地震の時に役所からの要請で、１週間ほど川口町に。 

大野氏  

そうですか、なるほど。そうしますと、ボランティアという形で現場に応援に行かれた

という方は何人かいらっしゃるようです。それでは、防災訓練みたいなものは多くの自治
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体で年に１回ぐらいやっている訳ですけども、その神奈川県でも地震対策、外国人地震災

害ということを想定して、その模擬的な防災訓練に参加された方いらっしゃいますか？ 

意外と少ないですね。なぜそんなことを聞いたかというと、この災害時に外国人の支援

をどうするかということを考える時に、経験があるかないかというのは大きいと思うんで

すね。防災訓練すら参加していないと、この問題を考える場合には相当想像力を働かせな

いと、やはり見えてこないことがあります。ですからそういう意味で、どんな感じかなと

お聞きしたんですね。皆様方今日来られたのは、元々はその神奈川県のほうで国際政策研

究会をやっておられた、ということもあって来られているメンバーだと思います。あるい

は、国際協力あるいは国際交流をやっておられる国際協会の方も多いと思いますが、災害

時のことを想定した何か外国人対策ということ考えようとすると、少し想像力を働かして、

どういうふうな状況になるのか、ということをやっぱりご自分の地域に即した形で考えて

いただく必要があります。 

 これはどういう意味かというと、まず外国人が多いか少ないかによって全然違ってきま

すね。せいぜい 10 人程度しか外国人がいないというところと数百人から数千人いる、場合

によっては１万人以上いるというところで全然違ってくるんですね。だから、ご自分の地

域をやはりよく見ていかないといけないと思います。 

その上で、少しお話をしますけれども、私のレジメ(資料１)の下のほうに三つの解説が

書いてあります。 

 

●災害時には全ての人の命が大切 

一つは、「災害時には全ての人の命が大切」だということを書いてあります。小さな地震、

あるいは豪雨で川が氾濫するとか山崩れがあるとか、いろいろな自然災害というのがあり

ます。自然災害の中でも特に日本の場合は、津波地震というものあり、津波も怖い訳です

けど、いずれもこれ地震ですね。だから大規模な地震によって起こる災害というものを考

えたほうがよい。何でもかんでも災害時に外国人の方の支援を考えなければいけないとい

うことは多分ないと思います。これは最近でいえば、新潟の中越沖地震ですけど、一番や

はり大きいのは阪神淡路大震災です。阪神淡路大震災の時にどうであったかということが、

考える場合には分かりやすい。 

私はこの全ての人の命は大切と、こう書きましたけども、これは私があとから思ったこ

とでありまして、当時は、私は気がつかなかったということなんです。何故気がつかなか

ったかということですが、神戸市、あるいは兵庫県のほうはよりそういう意識はあったか

もしれませんが、私は国の人間でいた訳ですけど、その時に私どもの頭の中には外国人の

ための災害時の支援をしようということは、率直に言って全く頭の中になかったです。何

故か？それはですね、全然想定してなかったんですね。国の災害時の防災基本計画という

ものがあるんですけど、この中にも書いてなかったです。障害者や、災害弱者についての

コメントは少し入ってきたように思いますけども。我々もこういろんな災害対策をしてい

く中で、外国人のことは率直に言ってやっていません、最初のうちはやらなかった。だか

らその時は私どもにとっては、外国人の方は見えてなかったということなんですね。だけ

ど、外国人の方も実際被災している訳ですから、特に神戸はですね、いろいろな方が世界
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中から来ていますね。もちろんいろいろな国籍の方が現に被災しているということからで

すね、いわばボランティア的な形で支援をする努力は立ち上がってきて、これがあえてい

うと、日本でボランティア活動が最も活発になった最初の時期だと言われていますよね。

行政の手のひらからこぼれてきた人たちに対する支援を行うというのはよいボランティア

グループです。市民の中からそういう動きをとっている人たちが現実にいるわけです。 

  

ですから、人の命は同じように救わなきゃいけないんだけれども、見えていないと気が

つかないということなんです。現に私自身がいろいろな対策をとる時には、見ていなかっ

たということですね。ですから、全ての人の命が大切ということが災害時にこそ分かる訳

ですから、そのためには、あらかじめ見えるようにしておかないといけません。外国人が

いる訳だし、その人数によっても違いますけれども、多ければ多いなりの対策というもの

を考えなきゃいけないし、少なければ少ないなりにどうすれば良いかということを明らか

にしておくことが大事だというように思うんですね。 

 

●災害時対応はふだんからの取組みが大切 

 それから二点目、「災害時対応は普段からの取組みが大切」と、こうあります。災害時に

何かしようと思っても、どこにどれだけの在留外国人が住んでいるかということをあまり

分かっていないと、なかなか具体的な対策をとるに困ることが多いです。つまりいろいろ

な国籍がある時に、英語が分かる人だけ集まっていただければ通訳ができると思ったとい

うのでは、とんでもないですよね。ブラジル人が多い地域もあるかもしれないけども、そ

うでない国の人が多い地域もあります。やはりある程度、普段からどれぐらいの人が住ん

でいるか、どういう国籍の人が住んでいるか分かっていないと、ドーンと災害が起こった

時に、すぐさま対応ができないということになります。     

ですから、普段からのお付き合いをしているということが逆に大切になってくる。災害

時に何かしようと思っても普段からの付き合いがないと対応が遅くなります。 

  

●シミュレーションで学ぶことが大切 

それから３点目、「シミュレーションで学ぶことが大切」と、書いておきました。これは

自分で経験した人、あるいはそれに近いことをボランティアで経験した人は分かるのです

が、やはり想像力がいくらあっても限度があります。これは私の経験ですけれども、私は

阪神淡路大震災の時は、当時国の国土庁というところで、防災業務課長をやっていました。

私はその国土庁の課長に代わった時に、北海道の南西沖地震というところですね、これは

奥尻島という島で地震が起こりまして、殆どが津波による被害で 200 人近くの方が津波に

さらわれて亡くなってしまった、こういう災害でした。その後ですね、いくつかの地震が

ありまして、私もその災害が起こった時にどのように対応すればよいかということは、そ

れなりに取り組んできました。 

 

それから、やはり年に一度防災訓練を９月１日にやるんですね、つまりその動き方の訓

練をやっている訳です。そういうことがあったために、いろいろ対応が遅いという批判は
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ありましたけれども、私とすれば、阪神淡路対策を自分なりに講ずることができたと思っ

ています。私だけでできた訳ではないんですね、自分とすればやはりいろいろなことが分

かっていたから、具体的な対応ができたというふうに思っています。ということは、この

災害時の外国人に対する支援を考える場合には、実際に防災訓練みたいなものをやって、

そこに外国人も入っていただいて、そこでどうするかということを振り返ることによって

分かっていくことが多いということですね。こういう研修もそうですけど、座学的な研修

って今はあまりないですよね。ご自分でやっていただくようなことを、やったほうが良い

です。現にやっているところもありますからね。動き方が分からないと、どういうふうに

対応しようかということがよく見えてきませんから。 

 

やはり災害時のことを考える場合には、それぞれの地域で防災訓練を大体年に一度はや

る訳ですから、そこに外国人の方にも入ってもらう、外国人のための訓練をやるものよい

訳です。今日は、行政の関係者が多いのであえて言いますが、要するに、実際にやってみ

て学ぶというやり方をする以外にないんです。私も少人数でそういう研修を増やすように

しました。ご自分で参加して、どういうふうに動くか、どう考えて動くかということを模

擬的にやれば、一番よく分かります。そこに外国人を入れていくということで、外国人の

方々にとっても動き方が分かってくるという訳です。だからいろいろな意味で外国人の中

にも少し日本語も分かって、リサーチ的なことができる人もいる訳ですから、そういう人

にも関わってもらったらいいんです。そういうことが目に付きました。シミュレーション

をやると分かるんです。ですから、実際になんらかの形で外国人の方に入っていただく。

日本人にとって、防災訓練は災害のために必要です。そこに外国人を巻き込んでいくとい

うことを是非お考えいただきたい。それは必ず役に立つ時がくるはすです。いずれ大地震

が起こると言われています。それは全く無意味じゃありません。そういうふうに考えてい

ただいたほうがよいというふうに思っております。 

 

・顔の見える関係の構築 

 そういうことを考えますと、結局、外国人住民はですね、ご自身にとって今までよく見

えてなかったけども、よく見える、つまり顔が見えるようになることが大事だということ

です。そういうことがないとやはりあまり良い対応って出てこないと思うんですね。です

から先程、星野参事がおっしゃったけれども、顔が見える関係というのは別に日本人同士

の、皆さん方の話じゃない。外国人とご自分との関係を作っていくということが必要とい

うことで、とりあえず私の講演を終わらせていただきます。ありがとうございました。 
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２ 事前ワークの報告 ※ｐｐｔ(事前ワークの報告)を参照 

                             加藤友弥(神奈川県県民局くらし文化部国際課) 

 

ｐｐｔ(２)まず、皆様に、事前ワークを依頼した理由を二点簡単に申し上げたいと思いま

す。 

一点は、各自治体・団体等の意識確認ということが目的であります。なかなかこの災害

時外国人住民支援というジャンルについての皆様の取組みや考えを聞く機会というのはあ

りません。そのために、是非この機会を利用したいと思いました。 

 もう一点は災害時外国人住民支援に目を向けるきっかけ作りということになります。１

日の研修会だけだと、研修会の日に学んで疑問を感じて、それがその日に解決できればよ

いとは思うのですが、疑問を感じたまま所属に戻っていく、というパターンが多いかと思

います。今回は、一度事前ワークに取組んでいただき、まずは、疑問を感じていただいて、

その疑問が本日のこの研修会の中である程度消化されれば、この研修会は成功なのかなと

思っております。 

皆様の中にはこの事前ワークについて、難しいなと思ったり、回答に迷ったなというも

のも多かったかと思います。ぜひ皆様、事前ワークを回答した時の感覚を持ちながら、こ

の報告を聞いていただけると幸いです。これから報告させていただきます内容は、設問に

よっては自治体や団体から未回答のものもございましたので、県内全自治体、全国際交流

協会の回答ではないということをあらかじめご承知おきください。 

 

ｐｐｔ(３)まず設問の１です。これは、自治体向けの問いになります。「あなたの自治体の

地域防災計画において、外国人住民を要援護者として位置づけていますか」、という質問で

す。もう少し噛み砕いて申し上げますと、外国人に配慮した防災計画を策定しているかと

いう内容になります。結果としては、「位置づけています」と答えたのが 18 自治体、「位置

づけていない」と答えたのが 12 自治体でした。この設問１を通して、初めて地域防災計画

をご覧になった方もいらっしゃるのではないかというふうに思います。多くの自治体の地

域防災計画はインターネットでも見ることもできます。お時間のある時に、ほかの自治体

ではどのような書き方をしているのかなと、見てみるのも面白いのではないでしょうか。

では次に進みます。 

 

ｐｐｔ(４)設問２からは、自治体、国際交流協会共通の問いになります。「あなたの自治体

または団体で過去数年間から現在で災害時外国人住民支援についての取組みはありますか、

もしくはありましたか」という問いです。結果としては、「はい」と答えたのが 21、「いい

え」が 22 となりました。私はこれを見て、結構取組んでいるところが多いと、正直感じた

のですが、皆様はいかがでしょうか。では実際にどういった取組みをしているのか、とい

うことは、資料３に回答自治体、団体の名前を記載させていただきまして、掲載させてい

ただきました。是非こちらを見ていただいて、「これだったら自分の自治体でもできるんじ

ゃないか」ということが、もしかしたらあるかもしれません。予算措置はないんだけれど

も地道に取組んでいる、例えば防災訓練の参加であったり、既存の多言語情報を活用して
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防災に取組んでいるという自治体や、国際交流協会があるということが大きな発見かと思

います。 

 

ｐｐｔ(６)その次、設問４にまいります。「あなたの自治体、団体では災害時に外国人の支

援をするため、関係団体との連携・協力が必要だと考えますか」という質問です。結果か

らいうと、「考えない」と答えた自治体、団体は４、「考える」と答えた団体は 39 とありま

した。やはりこれを見て、連携の必要性というのはみなさん強く感じているのかなと思い

ました。 

 「連携･協力を行う団体としては、どのような団体を考えられますか」という問いに対し

ては、圧倒的に「神奈川県などの地方公共団体または国際交流協会との連携が必要である」

と、回答していただいた方が多かったです。もちろん、他の選択肢(在日外国公館、国等)

全てに○をつけていただいた方もいらっしゃいました。その中で、「その他」に○をつけて

いただいた方からは、社会福祉協議会、ボランティア、企業、地域の自治会、医療機関な

ど回答をいただきました。 

連携が必要と考えないとご回答いただいた方の、理由としては、「外国人に対して特別な

支援を想定していないため」、「平常時から連携・協力を行っている団体がないため」とい

うものでした。 

 

 その次、設問５です。これは設問４にも話がつながってくるかとは思いますが、外国人

住民支援にかかる県･市町村･国際交流協会等の役割として、どのようなものが考えられる

でしょうか、という質問です。先程の設問で、自治体、みなさまが「連携はとても必要だ」、

ということは分かりました。ではどういう仕事の住み分けで考えているのか、ということ

で、役割だと思うところに○をつけていただきました。回答はとてもいろいろなものがあ

りました。例として三つほど挙げさせていただきたいと思います。 

ｐｐｔ(９)まず回答例その１。①「災害多言語支援センターの設置」、②「多言語情報の発

信」は県の役割。③「研修会の開催」は協会の役割。④「在住外国人情報の把握」は市町

村、協会が連携して行うというものです。 

ｐｐｔ(10)そして回答例その２、これは回答例その１より少し○が増えていますね。①「災

害多言語支援センターの設置」と③「研修会の開催」は、市町村と国際交流協会等が連携

してやるべきだろうと、いう回答例がその２になります。      

ｐｐｔ(11)最後に回答例その３、これはさらに○が増えました、①「災害多言語支援セン

ターの設置」、②「多言語情報の発信」、③「研修会の開催」については県、市町村、国際

交流協会等が連携して行うという回答となります。県、市町村、協会の役割として、全て

の項目に○をつけてご回答いただいた団体の方もいらっしゃいました。 

その他災害時の役割として考えられることについてご回答いただいた内容は、配布資料

のほうに記載してありますので、後ほどご覧ください。 

 

 その次、設問の６、「最後にご自由にお書きください」という欄には皆様からいろいろと

ご意見をいただきました。例えば、「外国人による外国人支援が必要である」とか、「地域
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コミュニティや大使館のリンク」といった実務的な部分もいろいろと書いてあるので、参

考になるかと思います。 

  

ｐｐｔ(13)最後の設問になります。災害時外国人住民支援検討部会報告書をご覧になった

ことはありますか。という質問を最後にさせていただきました。結果は、「はい」が 28、「い

いえ」が 12 という結果になりました。本日、この部会の報告書を配布させていただいてお

りますが、これは平成 20 年、21 年に当研究会の部会として取組みの報告書となります。今

回、この報告書、少し厚いですけれども、概要版ではなく、丸々1冊皆様への配布資料とさ

せていただきました。もちろん、もう持っているという方もいらっしゃるとは思いますが、

そういった方はぜひ関係部局の方への参考送付でもよいと思います。逆に今日初めて手に

取ったという方は、ぜひじっくりご覧いただければと思います。さきほどの災害時の県･市

町村･国際交流協会等の役割という話に関しても、報告書の中に詳細に書かれております。

是非参考になると思いますのでご活用ください。 

 

 最後に、この事前ワークを実施したうえでの一番の発見は、先程も申し上げましたが、

予算がなくても地道に取組んでいる自治体・団体があるということです。 

また、災害時外国人住民支援検討部会の報告書も、自治体と国際交流協会に今年の３月

に送付させていただいたのですが、実際にどのようにその報告書が活用されているのか、

また、今後どう活用していくかが今後の課題であると感じました。簡単ですが、事前ワー

クの報告については以上となります。 

 

３ パネルディスカッション 

ファシリテーター：松本 義弘 氏(横須賀市政策推進部国際交流課上席課長)  

パネリスト：小池 朋子 氏(綾瀬市市民部市民協働課主査) 

            小西 永里子 氏(財団法人大和市国際化協会主任) 

            平野 友康 氏(社会福祉法人横須賀市社会福祉協議会よこすかボランティア

センター主任) 

コメンテーター：大野 慎一 氏(全国市町村国際文化研修所客員教授、財団法人救急振興財

団理事長、NPO 法人多文化共生マネージャー全国協議会理事) 

 

松本義弘氏 

研修会のパネルディスカッションでございます。先ほど講演会の講師をしていただいた

多文化共生マネージャー全国協議会理事の大野さんをコメンテーターにお招きしまして、

県内で災害時外国人支援に向けた取組みをしている実務家のみなさんをパネリストにお迎

えして、予算がとても厳しいということなので経費控え目、手作り感あふれるパネルディ

スカッションをお届けしたいと考えております。会場の皆さんには、どうぞ楽しく参加し

ていただければと思います。 

今日のパネルディスカッションでファシリテーターのお役をいただきました、横須賀 

市国際交流課長の松本でございます。 
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今から 15 年半ほど前でしょうか、阪神・淡路大震災では、医療救護所の運営調達と

いう仕事に携わりました。どうぞよろしくお願いします。 

 

●なぜ今、災害時外国人住民支援なのか。 

早速なんですけれども、忙しい中、日本語教室、就学支援、多文化共生講座の開催、フ

ェスティバルの運営、やることいっぱいあるのに、なんで災害なの？なんで防災なの？ま

だまだ納得がいかない参加者の方もいらっしゃるかと思います。 

本日の研修会のお題、「災害時外国人住民支援における自治体と国際交流協会等の役割」

について、このテーマに決めた経緯について、代表幹事さんからも触れていただきました

が、私から少し説明してみたいと思います。 

  実はですね、災害じゃなくてもいい。しかしながら、みなさんが自治体の中で国際交流 

協会、国際化協会の中で多文化共生を叫んでみても、なかなか振り向いてもらえない。特 

に地域住民のみなさんであるとか、行政の単位であるとか。「そんなことは担当課がやれば 

いいんじゃないの」、「多文化共生ってなんなのさ」といった人ごとの意見がかなり多いの 

ではないでしょうか。 

 

ところが、災害時を想定することで、地域や町内会の自主防災組織の役員さんたちが振

り向いてくれる。もっというと、災害時を想定した方が多文化共生を考えやすいというこ

とがあります。日頃、外国人住民の支援に携わっている人も、そうでない人も、災害時を

想定することで、何ができるのか、何が必要なのか、何をしておかなければいけないのか

という日常の行動規範が見えてくる。そんな意味で「災害時」というキーワードを有効に

使って、安心・安全で快適な多文化共生社会を構築していこう、これが今日の研修会の意

味となります。 

そのためには、どんな取組みから始めたらいいのか、具体的な取組み事例を紹介しなが

ら、みなさんが明日から行動に移せるようなヒントを提供してみようというのが後半のパ

ネルディスカッションの目標です。 

 

それでは、皆さんが参加しやすいように少し練習の時間をいただきたいと思います。ま

ず、みなさんの中で右手に腕時計をしている人、右手を挙げてください。左手に腕時計を

している人、左手を挙げてください。腕時計をしていない人、どちらの手でもよいので手

を挙げてください。 

 今度は少し考えてみてください。罹災証明交付申請書、自信を持って漢字で書ける人？

では、炊き出し、漢字で書ける人？ 少し手があがりましたね。災害時に発信される情報と

いうのは、意外に難しいんですね。 

 これで少し参加しやすくなったと思います。パネリストのみなさんから問いかけがあり

ましたら、今のように元気よく手あげで参加をしてみてください。よろしくお願いします。 

 

 それでは、早速今日お迎えしたパネリストの皆さんに、自己紹介とそれぞれの出身母 

体で取り組まれている事例について簡単に紹介していただきたいと思います。 
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パネリストの皆さんの人選ですけれども、ファシリテーターの特権で、私が日ごろから 

親しくしてもらっている県内実務家の中からルックス重視でお願いをいたしました。従い

まして、呼び方もフランクにいつものように呼びますので、会場の皆さんは失礼な奴と思

わずに、「ハイハイ、仲良くやってるのね」、とこのような温かい気持ちでお許しをいただ

きたいと思います。 

それでは、自己紹介を含めておおむね１人８分程度でお願いします。綾瀬市の朋ちゃん

から、よろしくお願いします。 

 

●綾瀬市の事例紹介 

小池朋子氏 

こんにちは。綾瀬市の市民協働課の小池と申します。市民協働課では、国際、平和、都

市交流を担当しています。国際担当歴は２年と６カ月になります。どうぞよろしくお願い

します。  

まず最初に、簡単に綾瀬市の外国人登録者の状況を説明したいと思います。綾瀬市の外

国人登録者数は約 3,000 人、人口比率では約 3.6％で県内でも上位になります。国籍ではブ

ラジルが約 3 割を占め、続いて、ベトナム、中国、ラオス、ペルーと続き、46 国籍の外国

人が暮らしています。 

それでは、災害時外国人住民支援につながる綾瀬市の取組みを二つほど紹介させていた

だきたいと思います。 

 

・「やさしい日本語」による職場専門研修の実施 

まず一つ目は、綾瀬市では、各職場で学習、研修したい内容を提案し、全職員に参加を

募り、実施する職場専門研修というものを実施しています。国際担当の私の職場でも、職

員の多文化共生への意識を高めるために研修を提案しています。一昨年の研修では、ベト

ナム人の方を講師に招き、「日本へ移り住む外国人の実情や難民定住者としての実体験」な

どについてお話していただきました。 

昨年度は、こちらにいらっしゃる横須賀市の松本課長を講師にお招きし、「やさしい日本

語講座」を開催しました。この講座は簡単に言うと、伝える相手に分かりやすい日本語に

ついて考えようというものです。研修開催のきっかけは、毎月送られてくる自治体国際化

フォーラムの冊子でした。2009 年 11 月号になります。こちらを見ていますと、横須賀市の

国際交流課長自ら講師となり「やさしい日本語講座」を開催しているということが書いて

あります。私も研修題材を探している中で、「やさしい日本語」に興味を持っていたので、

その時はこれだ！と思いました。 

 

またその頃、かながわ自治体の国際政策研究会の研究部会にも参加させていただいてい

まして、その部会に横須賀市の国際交流課の方も参加していました。早速部会でお話し、

話は松本課長へと伝わり、研修会を開催する運びとなりました。 

また、研修では、やさしい日本語講座は、通常、災害時に使用される言葉を例に考えま

すが、より分かりやすくするために市の職員が市民対応で使う言葉などを取り入れて実施
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しました。 

皆さんの中で「やさしい日本語の研修」を受けたことがある方はいらっしゃいますか？  

意外と少ないですね。では、やさしい日本語講座と聞いてこれから受けてみたいと思った

方はいらっしゃいますか？ 

ここでひとつ問題ですが、綾瀬市では約 600 人の職員に参加を募りましたが、参加した

職員は何人だと思いますか？ 

 

(フロア参加者からの回答）20 人、100 人、60 人 

 

正解は、綾瀬市で開催した「やさしい日本語講座」に参加した職員は、25 人でした。一

昨年の研修参加者は 26 人で、やはり同じくらいでした。決して多い参加者とは言えません

が、職員の意識を変えていくためには、こうした研修を継続的に実施していくことが大切

であり、国際化を推進する担当課の役割の一つであると考えています。 

 

 

・講習会等への外国人住民の参加促進 

それでは次に二つ目の事業を紹介します。 

外国人住民支援として、「生活に関わる講習会等に外国人住民が参加できる機会をつくり、

日本での生活を支援するとともに、市や地域の事業への参加を促進し、日本人住民ととも

に地域で暮らしやすい環境づくりを推進すること」を目的に講習会などを実施しています。 

随分長ったらしいよくばりな目的ですが、実際の事業を簡単に言いますと、国際担当課が

講習会を開催するのではなく、市で実施している講座や教室に外国人住民の参加を促し、

日本人住民といっしょに学習するというものです。参加の呼びかけは、多言語情報紙や日

本語教室、市民団体、ボランティア、過去の国際交流事業の参加者などに声をかけていま

す。昨年度は、「普通救命講習会」を開催しました。今年度は体育指導委員による「ニュー

スポーツ教室」を予定しています。 

昨年度開催した「普通救命講習会」の様子では、中国やフィリピンの方とその家族や友

達、日本人など 20 人が参加しました。必要に応じてボランティアによる通訳を配置する予

定でしたが、その時は参加者の子どもや夫、日本語教室の生徒たちが通訳をしてくれまし

た。担当の消防職員もやさしい日本語で、やさしく、わかりやすく講習している姿が大変

印象的でした。また、消防職員も感心するほど、参加者たちは熱心に聴き、積極的に質問

している姿も大変印象的でした。 

この講習会は、外国人住民支援はもちろんですが、そのほかに３つのメリットがありま

す。一つ目は「外国人住民は日本人住民と交流ができる」、二つ目は「国際担当は参加した

外国人と顔見知りになり地域の情報を教えてもらうなど、つながりをつくるきっかけがで

きる」三つめは「参加の呼びかけなど、日本語教室、市民団体、ボランティアの方など地

域の国際関係者と連絡を取り合うことで、つながりができる、関係が深まる。」といったこ

とです。 

綾瀬市には国際化協会という組織がありません。日本語教室、市民団体、ボランティア
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の方々が綾瀬市の国際化を支えてくださっています。こうした方々と連携・協力し合える

関係づくりが、綾瀬市の重要な役割の一つと考えています。 

 

・あるものを活用し、できることをする 

二つの事業を簡単に紹介しましたが二つの事業に共通して言えることは、予算お金がな

くても時間さえあればできることです。一つ目に紹介した「やさしい日本語講座」の研修

では、CLAIR((財)自治体国際化協会) の制度、「多文化共生推進のためのアドバイザーの派

遣」事業を活用させていただきました。この制度は、地方公共団体や国際化協会などを対

象に「多文化共生の推進のための講演会やワークショップに対して、CLAIR から講師、アド

バイザーを派遣するというもので、講師などの旅費や謝金は CLAIR が負担してくれます。 

私が国際担当になってからこの 2年半で学んだことは、「あるものを活用し、できること

をする」ということです。CLAIR の制度の活用もそうですけれども、多言語による情報資料

などは、他市で作成されたもの、既にあるものを有効に活用すること。他市で行っている

事業をすべて取り入れるのではなく、その中から綾瀬市で必要なこと、綾瀬市にできるこ

とをする、できることからするということを学びました。 

 

今考えてみると、こうしたことを考えられるようになったきっかけが、かながわ自治体

の国際政策研究会の研究部会だったかもしれません。部会では、各市の取組みや、事業の

実体験などを聞くことができ、何も知らなかった私にとっては毎回学ぶことばかりで、本

当に勉強になりました。みなさんも、こうした機会を逃がさず、積極的に参加することを

お勧めします。最後は、台本のような終わり方になってしまいましたが、以上で綾瀬市の

取組事例の紹介を終わります。ありがとうございました。 

 

松本氏 

綾瀬の朋ちゃんありがとうございました。最後に、ちゃんとかながわ自治体の国際政策研

究会のほめころばしなんかも入れまして、とてもよいかたちで綾瀬市の事例紹介ができたか

と思います。続いて、大和市国際化協会のコニタンよろしくお願いします。 

 

 

●財団法人大和市国際化協会の事例紹介 

小西永里子氏 

みなさん、今日はようこそ大和へお越しくださいました。大和市国際化協会の小西と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。今日のテーマでいうところの国際交流協会に

あたる私たちの財団は、財団法人の法人格を有している大和市の外郭団体でして、現在は、

常勤職員３名と通訳員を含む９名の非常勤職員で主に大和市の多文化共生に関する事業に

取り組んでいる団体です。 

 

・多文化共生会議とは 

今日は、レジュメを一枚(資料４)ご用意しましたので、ご覧になりながら話を聞いていた
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だければと思います。ところで、みなさまは私たちがやっております多文化共生会議という

会議をご存じでしょうか？外国籍県民かながわ会議はいかがでしょうか？川崎市外国人市

民代表者会議はいかがでしょうか？ 

ちょっと乱暴な紹介の仕方をしてしまいますと、多文化共生会議は、県や川崎市がやって

らっしゃるこのような会議と同じように、外国人市民の声を行政に届けるということを目的

に、実施をしている会議で、大和市のほうから委託を受けて、現在は２期目を開催している

ところです。知名度に劣る多文化共生会議ですが、他とは違う特徴もありまして、この会議

のメンバーには日本人の市民も含まれています。今は、外国人市民７名、日本人市民４名の

計 11 名が提言の提出に向けて詰めの話合いをしているところです。この第２期多文化共生

会議では、外国人市民の防災について提言をするように委託を受けて検討を進めてきました。 

 

今日は、この会議での取組みをご紹介させていただきたいと思います。会議のテーマに「防

災」とついているので、私はすぐに「防災」といってしまうのですが、これには防災意識の

向上だけではなくて、災害時支援も含まれていますので、そのようにお聞きください。 

会議での取組みをご紹介する前に、この会議を始める前の私たちの防災への取組みという 

ものをご紹介しますと、2007 年の４月、それまで市に派遣されて、市の市民活動に携わ 

っていた職員が協会のほうに戻ってきました。その職員から市民活動の面から、外国人の 

防災についてやってみたいという提案がありまして、市の災害ボランティアネットワーク 

に協力をしていただいて、防災訓練を実施しました。今、思うと、すごく内容のある訓練 

ではあったのですけれども、とにかく参加者集めに苦労をいたしまして、一回開催しただ 

けで、継続的な実施にはいたりませんでした。その職員はその後もめげずに、今後は防災 

ハンドブックを作ろうという提案をしましたが、その頃、国際化協会では、「外国籍児童生 

徒の教育の問題をなんとかしないといけないよね」、という認識がありましたので、「学習 

支援ボランティア育成の予算に回したほうがよいのではないか」とか、「どうして今、防災 

なんだ」というような意見に押されて断念したというようなことがありました。 

 

・防災というテーマに対する外国人市民の反応 

それから2008年の12月に始まった第２期の多文化共生会議で外国人市民の防災というテ

ーマに取り組むことになるんですけれども、このときも特に外国人市民のメンバーから「こ

のテーマで自分たちが話合うことにメリットが感じられない」といった不満の声を聞くこと

になりました。大和市に住んでいる外国人というのは、南米出身の日系人とか、インドシナ

三国出身者が多いのですが、いわゆるリーマンショックの影響で、かなり仕事を失ったり、

賃金をカットされたりという方がいらっしゃいまして、防災どころじゃないというようなこ

とを言われました。言われていることもすごくよく分かりますし、私自身もそのときまだ、

「なんで防災なんだろう」というふうに思っていましたので、上手く説得する術もなくて、

とにかく困ったなというような状況でした。そうはいっても、いつまでも困っているわけに

はいかないという時に、横須賀国際交流協会で、災害時外国人サポーター養成講座をやられ

ているのを知って、参加させていただいたことが、私自身の意識が変わるきっかけとなりま

した。たった一回の講座で単純だなと思わなくもないですが、災害が発生したときに準備が
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できているところと、できていないところの差というのは、思った以上に大きいのかも知れ

ないなと思いまして、会議のメンバーにもお願いをして、一度お話を聞いてみてくださいと

言いました。 

 

・多文化共生会議で取組んだこと 

会議の中で私たちがやったことは、４つあります。最初に市の総合防災訓練に参加をしま

した。今まで全く気にならなかったことでも多文化共生の視点で見てみると、気がつくこと

というのはいくつもありまして、「一時避難場所に行っても誰も声をかけてくれない」、「ト

イレぐらい多言語で表示してくれればよいのにね」といったような感想がでてきました。 

その次に、大野先生も理事をされている多文化共生マネージャー全国協議会の高橋さんに

お越しいただきまして、私も横須賀でお話を聞かせていただいたのですが、もしも大規模災

害が発生したら、外国人市民はこんな問題に直面してしまう、という内容の話を聞かせてい

ただきました。 

では、現在、大和市はどれくらい準備ができているのだろうということで、次に市の危機

管理対策課の職員に地域防災計画について聞かせていただいたのですが、防災をとりまく総

合的な課題を教えていただく中で、自分たちがちゃんと声をあげていかないと、外国人支援

の具体的な体制作りは後回しにされてしまうということが分かってきました。 

最後に、このかながわ自治体の国際政策研究会の去年の報告書を市の国際・男女共同参画

課の職員に解説してもらいまして、その中で初めて平時の取組みという考えに触れました。

大和市には国際化協会や外国人住民支援をしている NPO もあるし、それから日本語教室や教

会、エスニック料理店とネットワークが繋がっているので、かなり資源に恵まれたところで、

自分たちにできることがあるかもしれないねといった意見がでてくるようになってきまし

た。 

 

今、多文化共生会議では、この４つの活動を踏まえて、提言を作成しているところです。

具体的な説明は、提言の完成を待ってからと思うのですが、レジュメ(資料４)の５番目にご

紹介しているのがその素案となります。実際には、市への提言という形にはなっていますが、

「地域の資源の有効性を認めて、災害時の支援協定を結ぶ」、「災害多言語支援センターの設

置を地域防災計画に明記する」といった災害時支援対策の充実を行政にお願いする一方で、

ボランティアの育成や外国人向けの防災訓練の開催、平時のネットワーク作りといったとこ

ろを私たち国際化協会が実施することを想定したものとなっております。会議のメンバーだ

とか、当事者である外国人を含めた多くの市民や団体が力を出し合って、実現させていくこ

とを目指して作られたものになりました。 

私たちの場合、まだ提言が完成しそうなだけで、具体的な取組みはなにもしていないとい 

うところがあるのですが、この会議が始まる前よりは、一歩も二歩も進んだなという感覚 

はあります。まずは、この提言を通して、行政が市民に問題意識を持ってもらいながら、 

国際化協会では、もう一度防災訓練の実施からやり直したいなと考えているところで 

す。 以上です。 
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松本氏 

お疲れ様でした。面白いお話でしたね。国際化協会、もしくは国際交流協会が実は行政 

に対する発信者、提案者になる。こういう位置づけというのは、私も初めて聞いて、確か

にそうかもしれないな、こんな気づきがありました。 

続きまして、横須賀市社会福祉協議会ボランティアセンター平野君よろしくお願いしま 

す。 

 

●横須賀市社会福祉協議会よこすかボランティアセンターの事例紹介 

平野友康氏 

みなさんこんにちは。ご紹介いただきました横須賀市社会福祉協議会で現在ボランティ

アセンターに所属しております平野友康と申します。今日はお呼びいただいて、ありがと

うございます。みなさんと一緒に学びの時間となり、少しでも参考になることがあれば持

ち帰っていただければと思います。 

私の資料は資料５となりまして、このレジュメに沿って進めさせていただきたいと思っ

ておりますのでご覧下さい。 

 

・よこすかボランティアセンターで大切にしていること 

はじめに「よこすかボランティアセンターで大切にしていること」ということでお話を

進めさせていただきます。資料を２枚めくった２ページのところにエピソードが書いてあ

りますけれども、これをまずご紹介させていただきたいと思います。「阪神淡路大震災で

小さい子どもが取り組んだボランティア」です。 

 

阪神淡路大震災で小さい子どもが取り組んだボランティアです。震災直後です。ボラン

ティアをコーディネートする仮設事務所がありました。全国から１３０万人のボランティ

アが駆けつけていました。仮設事務所には、「今はこんなボランティアが必要」という情

報が壁一面に貼ってあります。 

そこにやって来たボランティアたちは、自分たちにできるものを探します。体力のあ 

る人はガレキを取り除く活動。体力に自信のない人は買い物の活動。そうしたボランティ

ア活動を紹介し、活動後に報告に来る。こうしたことを中心に行う仮設事務所でした。 

そこに９歳か10歳位の男の子がやって来たのです。「おっちゃん、ぼくにもボランティア

させてや」と関西弁で言ったかわかりませんが、ボランティアがしたいといったことでし

た。ところが、仮設事務所の職員からみると、まだガレキの山もあり、火もくすぶってい

るかもしれない中で、ちょっと紹介できるものが無い。もしこれで紹介して、この子が怪

我でもしたら大変なことになるからです。 

そこで、その子に「ちょっとごめん。君、帰って」と言おうと思ったが言えずに「ちょ

っと、そこに座ってて」と言って椅子に座らせておきました。 

その子はずっと帰りませんでした。そして、しばらくして自分にできるボランティアを

発見したのです。「何だと思いますか？」おそらくその子は「自分にできることはないか」

とずっと考え、大人たちの動きを見ていたのでしょう。近くにあった手ぬぐいをとりだし
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ます。水で絞っておしぼりをつくりました。帰って来た大人たちにおしぼりを渡します。

１月とはいえ、汗だらだらで帰って来る大人たちもいます。「お疲れさん、おじちゃん、

おばはん」とでもいうのでしょうか。帰ってくる人からは「おおきにおおきに」と言われ

とても喜ばれました。こんなことで喜ばれるならと、また次の人のために一生懸命おしぼ

りを作ったのだそうです。ボランティアの人のためのボランティア活動であるおしぼりボ

ランティア、それは誰も教えないのにその子が発見したそうです。 

私はこういうボランティアが一人でも多く増えることを願っているのです。この子から

学んだことは、自分でできることは何かという素朴なところから観察を始めたことです。 

見ることからはじめたボランティア活動です。 

 

・自分ができることを行う 

この活動を通じてお伝えしたかったことは、自分ができることは何だろうか、そして必

要な活動、求められている活動は何だろうかということを、まずは見て、気がついたとこ

ろから活動を行うということなのかなと思っております。 

もう１つ紹介をさせていただきますと、資料５の３ページを見ていただきたいのですが、

「上の絵と下の絵はどのように違いますか」ということで上下に絵が描いてある資料があ

りますが、ことばをかえるとどちらのほうが住みやすいですか？と言ったときに、下の絵

の方が住みやすそうに描いてあります。上の絵で自分が取り組めば、住みやすそうにでき

るのではないかと思います。この絵には「身近で困っていること」で「自分ができること

を行う」ことで最終的には住みやすい町にできることもあるのではないかということをこ

の絵で伝えているのかなと思いました。 

 

このことを踏まえて資料５の１ページを見ていただきたいのですが、１ページ上の項目

の「ボランティア活動でどんな活動をイメージしますか？」ということと、１ページ下の

「社会的な問題あるいは日常的な問題で自分がこれは問題だと感じていること」とありま

すが、この上と下の２つのことを切り離して考えるのではなく、「社会的な問題・日常的

な問題」を解決するために「ボランティア活動があること」というように、一緒に考えて

いく必要があるのではないかと思います。 

 

・社会福祉協議会の役割 

私の所属する社会福祉協議会、略して社協と呼びますが、社協の役割としては、この社

会的な問題、そして日常的問題に目を向け、それらを解決するために、行政や専門機関、

そしてボランティアや住民の活動とをつなげていくことになるのではないかと思っており

ます。今日のテーマであります、災害時外国人住民支援についても、「社会的な問題ある

いは日常的な問題」と密接に結びついていますので、ボランティア活動あるいは行政や専

門機関など、さまざまな団体と結びつき、解決へつながるような活動を行っております。 

 

・横須賀市社会福祉協議会の災害時外国人住民支援について 

横須賀市社協での災害時外国人住民支援について具体的な内容を紹介させていただきま
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す。 

横須賀市社協では、当初、国際交流協会があるということもありましたけれども、災害

時の外国人住民支援という形では行っておりませんでした。その代わり、災害時のボラン

ティア活動の支援という形で資料５の４ページにあります「横須賀災害ボランティアネッ

トワーク」を組織し活動を行っておりました。 

この「横須賀災害ボランティアネットワーク」は、平成９年に発足し、活動目的を、災

害時に備えて平常時から異なる立場の団体間の相互交流をはかり、今日の大野先生のお話

にありましたけれども「顔の見える関係づくり」を行うこととしています。このボランテ

ィアネットワークは、発足当時から、大きく３つの活動を行っています。 

１つ目が、被災地でのボランティア活動、２つ目が、災害時ボランティアセンターコー

ディネーター養成講習会の開催、３つ目が、寒冷期避難所宿泊体験です。 

この１つ目と２つ目は今回割愛をさせていただきますが、３つ目の避難所宿泊体験の内容

について簡単に説明をしたいと思います。 

 

この避難所宿泊体験は、毎年１月の中旬に学校の体育館に宿泊をして、避難所での生活

について理解を深めることを大きな目的としています。先ほど、少し触れさせていただき

ましたが、社協の役割として、社会的な問題、日常的問題に目を向け、それらの問題を解

決するために、「いろいろな人や組織をつなげていくこと」と説明をしました。この３つ

目の避難所宿泊体験が、「いろいろな人や組織をつなげていくこと」のきっかけとして開

催をしております。避難所の生活を考えることは、子どもや高齢者、障害者、また外国人

などすべての人たちにとっての共通の課題でもあるからです。子どもや高齢者あるいは障

害者の参加は以前からありましたが、２年前ほどから横須賀国際交流協会の協力のもと外

国人も参加し、この体験を行っています。 

さまざまな人たちが、同じ時間・場所を共有することで、顔の見える関係をつくり、そ

して、いろいろな人や組織をつなげていく、このようなことを心がけて活動を行っていま

す。以上、報告を終わらせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

松本氏 

平野君ありがとうございました。すごく感動的なところからスタートしまして、「自分に

できることを探す」、さきほど大野先生からのお話の中にもありましたが、現地に行って現

地で経験するということも大事かもしれません。ただ、全ての方が経験できるわけではあ 

りませんね。その中で「想像力を発揮する」というキーワードがありました。自分ででき 

ることがどういうことにつながるのか。今、困っていることとできることをつなげること 

が大事である、そんなお話をいただきました。 

  それでは手作り感あふれるパネルディスカッションということで横須賀市の事例は私の 

ほうからご紹介します。 

 

●横須賀市の事例紹介 ※ｐｐｔ(横須賀市の事例紹介)を参照 

 横須賀の事例は、３点にわたって、ご説明をしたいと思います。 
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すべて横須賀市が横須賀国際交流協会に業務委託している事業ですけれども、一つ目は、

外国籍市民防災・災害対策基盤整備事業です。 

ｐｐｔ(１)地震体験をしてもらっている絵柄です。泣き叫ぶこども、茫然と笑ってしまう

お父さん、お母さんは自分の事で精一杯でテーブルの下にもぐっている。 

地震を経験したことのない人に、「地震に備えなさい」といくら言っても伝わらないんで

すね。従いまして怖い経験をしてもらってから、その後お勉強という手順です。 

 

・社会福祉協議会との相乗りによる宿泊体験 

次に、さきほど平野君からも紹介しました社会福祉協議会ボランティアセンターとの相

乗りです。 

ｐｐｔ(2)年明けには 12 回目を迎える宿泊体験です。１月の中旬に開催ということでご紹

介がありましたけれども、１月 17 日阪神淡路大震災の日に合わせた一番近い土日で実施す

るというものです。２年前から横須賀国際交流協会から申し入れまして、相乗りで参加さ

せてもらっています。 

ｐｐｔ(3)宿泊体験に先立ちまして、災害時外国人サポーター研修を午後すぐから始めます。

これは多文化共生のために必要な文化通訳のツールとして「やさしい日本語」を脳トレの

ゲームとして仕上げた横須賀バージョンで体験してもらっています。 

やさしい日本語ですが、やさしい日本語にするのには大変です。 

ｐｐｔ(4)頭を抱えて考えているとこういう感じです。 

ｐｐｔ(5)研修で作った、「やさしい日本語」に変えた表示を避難所にみたてた小学校体育

館に貼り出します。伝わりますでしょうか。 

ｐｐｔ(6)表示も多言語で。外国人がこれを見ると「僕もここに居ていいんだ！」、日本人

からみると「こういう言葉を話す外国人が来るかもしれない！」こういう気づきが大切で

すね。 

ｐｐｔ(7)避難所には様々な人が集まってきます。お年寄り。 

ｐｐｔ(8)車いすのかた。 

ｐｐｔ(9)聴覚障害者。 

ｐｐｔ(10)こども。 

ｐｐｔ(11)外国人。 

ｐｐｔ(12)そして避難所巡回といって、避難所生活で困っていることを聴き取ったり、外

国人のために厳選された行政情報を提供したりとこういう活動なのですが、でも、ここで

本当に聴き取っているのは「不安」。届けているのは「安心」です。 

ｐｐｔ(13)レクリエーションでは、三角巾の使い方、新聞紙で作るスリッパ、伝言ゲーム

など年度ごとに変化をつけています。 

ｐｐｔ(14)寒い、寒い真冬の体育館ですね。寝袋で眠ります。 

以上が二つ目のボラセンとの相乗りです。最後三つめは、船橋市との相互支援事業です。 

 

・船橋市との相互支援事業 

ｐｐｔ(15)平成 21 年度災害時外国人支援サポーター養成講座の一覧なのですが、船橋市・
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船橋市国際交流協会、横須賀市・横須賀国際交流協会・横須賀市社協のスタッフやボラン

ティアさんが行き来して受講します。顔の見える関係づくりからスタートという実例です。 

ｐｐｔ(16)船橋と横須賀の中間地点、これは羽田空港のギャラクシー・ホールを借りまし

て真ん中に見えます田村太郎さんの合同研修会です。田村太郎さんのお名前、大野慎一さ

んの次に覚えてほしい名前ですね。 

これを含めまして、以降ご紹介する相互支援事業の経費はほぼすべて自治体国際化協会

の補助金です。さきほど朋ちゃんからの紹介がありましたクレアという略語で知られてい

る総務省系の協会というふうにご紹介すればよいのでしょうか。 

みなさんのお手元にハンドブック届いているでしょうか。これは４者で協働作成、船橋

と横須賀の市と国際交流協会で作りました。 

ｐｐｔ(17)ちょっと変わっていますね。「～災害時相互支援に向けて～」と一番下に副題が

ついています。 

ｐｐｔ(18)これがハンドブックの目次です。 

ｐｐｔ(19)被災した地元というのは被災地になってしまうのですね。そこに住んでいる人

は被災者。被災者が自助でできることは主に防災の時にしかなく、限界がある、というの

がこのハンドブックの基本的な出発点です。 

ｐｐｔ(20)相互支援を考えますと、読めない地名が結構ありますね。特に支援活動をして

くれるのは、地元の人ではなく、遠くから駆けつけてくれた人が支援活動に参加してくれ

ます。場合によっては支援活動を仕切ってもらうことがあるかもしれません。そうした時

に、ふりがなは必須ですね。①番の漢字、読める方はいらっしゃいますか。県内の人は分

かるかな。「ふいりと」とか書いてありますね。これは「いりやまず」と読みます。 

②の船橋の地名なのですが、決して「いいやまみつる君」といった人の名前ではありませ

ん。これはなんと読むでしょうか？ 

 

(フロアからの回答)「はざま」 

 

近いですね。正解は「はさま」です。 

  これ読めますか？読めないですね。振り仮名が必要ですね。覚えろという話ではないで

す。振り仮名がないとつらいです。 

 もうひとつ一番下、827－2166、これはなかなか無理な話。災害時は携帯電話からかける

ことが非常に多いんですね。そうすると市外局番からかけないと間に合わなくなっちゃう。

そうすると、こういうハンドブックの中にも市外局番を入れなくてはだめ。 

ｐｐｔ(21)また、施設名なんかも非常に能天気な、機能の伝わらない愛称であるとか略称。

「ヴェルクに行ってください。総福で待っています。」これでは分かりません。フルネーム

にルビをふってください。 

ｐｐｔ(22) これは、このハンドブック自体が完成品ではなく、これが目次だ、ということ

を示しています。左赤い○で囲んであるのがフォルダーの名前、続いてファイル名。右側

の赤まるは QR コード。 

ｐｐｔ(23)ここに表示してある項目のほかに、このようなデータが保管してあります。 
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印刷物というのは、最終稿を印刷屋さんに届けた時点から既に情報劣化が始まります。そ

れを防ぐ意味でこれはインデックスとして使ってください。最新の情報は、目次としてこ

のハンドブックで検索して、ダウンロードしてください。 

どこから？ 

ｐｐｔ(24・25)オンラインストレージから。オンラインストレージというのは、インター

ネット上の貸金庫を借りてそこに最新データを保管しておく。市役所や他のいろいろなと

ころで万一のためにデータをそろえてパソコンに入れて、実際にデータをバックアップし

て保管していても、その建物が壊れてしまったり、その建物へ行き着く道路が陥没してい

たら、使えません。従って、応援要請をかけた時にＩＤとパスワードを知らせると、知ら

せてもらった地域から横須賀の情報を得ることができる仕組みが必要です。これがオンラ

インストレージという仕組みです。 

以上３点に渡って横須賀の事例を紹介しました。 

 

松本氏 

ここでコメンテーターの大野さんから４つの事例紹介について フロアの皆さんが職場に

すぐに持ち帰って、使えそうな考え方や大事なポイントなどについて、コメントをいただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

 

●綾瀬市の事例に対するコメント 

大野氏 

まず綾瀬市の小池さんのやられたことの中で、生活支援ということで、市の事業、例え

ば普通救命講習に日本人だけでなくて、在住外国人も入れて、やさしい日本語をできるだ

け使って工夫して講習をやったということが非常に意味のあることだと思います。 

全てに言えることですけれども、一緒に混ぜてしまうことが大事だと思います。混ぜる

中で、例えば先ほどの話しのように、難しい日本語を使っていると、それは分かってもら

えないわけですから、やさしい日本語を使うようにしようと、お互いに思いがいくはずで

す。やさしい日本語なら、「自分たちも少しは理解しないといけないな」というふうに例え

ば日系ブラジル人に考えてもらって、そういう講習になった時に出てきてもらうというこ

とになるのだと思います。やはり分離してやるよりも混ぜてしまう。混ぜる中でいろいろ

なことが分かってくる。これは、私は素晴らしいことだと思います。現実に防災訓練なん

かも、さきほど私が申し上げたように、日本人も外国人も混ぜてやってくださいというの

は、そういうことなんですね。 

 

●大和市国際化協会の事例に対するコメント 

 それから小西さん、大和市のお話ですけれども、多くの方が「何で防災なんだ」と、ご

自身も最初はそう思ったとおっしゃっていましたが、横須賀に行かれて、考えが変わった

ということでした。この世界は、想像力が必要です。自分でアクションを起こして、変わ

っていくという世界だと思います。やはりこれは動かなくてはいけないということですね。

私は災害対策を国でやっていたときには気がつかなかったと、さきほど申し上げましたが、
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それは体験して初めて気づいたからです。私の論説の中にもありますが、阪神淡路当事の

神戸には外国人がたくさん住んでいて、むしろ外国のほうから「自分達も神戸に救出に行

きたい」という連絡がどんどん入ってきたわけです。それで、初めて外国の人達が神戸市

の災害にこんなにも関心をもっているのかと初めて気がついたといったら言い過ぎですが、

そういったこともありました。自分が体験していく中で気づいて変わっていくというもの

なので、ご自分でアクションを起こしていただいたということは良かったのではないかと

思います。 

 

両方に共通しているところですが、さきほど、CLAIR の話が出ましたが、私は随分前に

CLAIR の専務理事をやっておりました。多文化共生のことを CLAIR で始めようというのは、

私の考えなのです。今日は、国際化協会の方がいらっしゃっているので、あえて言います

けれども、国際化の関係というのは、いわば裁量的な話なんですね。事務的な must の世界

ではありません。島根県にいたときに、韓国の慶尚北道というところと姉妹提携をしまし

た。そういうこともできるならやったほうがよい。だけど、その時に私が思ったのは、島

根県に住んでいる在日韓国人についてなにを知っているのかということでした。姉妹提携

をやってみて、今度は、在日韓国人の調査を島根県で初めて行いました。大阪府などはま

た、事情が違うとは思いますが、在日韓国人が多くない地域で調査をしようということに

なったのは全国でも初めてだったと思います。そういうことになったことはよいのですが、

それも「やったほうがいいな」というだけ話なんですね。 

CLAIR でそういう現実を見ていて、国際化の環境は下火になるに違いないと思いました。

財政的に厳しい自治体も増えてきているわけですから。本当の意味で国際について考える

なら、自分の地域にいる在住外国人について知らずして、国際化なんてやっても仕方ない

というのが私の発想なんです。それで、CLAIR を変えてしまおうと。在住外国人対策、多文

化共生対策を中心に CLAIR は生きるべきだ。今日から支援になることをやると考えて、予

算もそういったことに助成をするようなメニューをドンと作りました。多文化共生につい

てのメニューはけっこうあります。自治体も協会も申請ができます。 

 

多文化共生マネージャーの話は出ていませんでしたが、小西さんと平野さん、多文化共

生マネージャーになっていないですよね。それはなぜかというと、研修に行ってないから

です。私は実はですね、JIAM の学長だったときに多文化共生マネージャーの企画は CLAIR

でやる、研修は JIAM でやるというふうにしました。それはどういうことかというと、研修

に来る旅費は CLAIR がもつようにしたんです。だから、宿泊代と食費はかかりますが、そ

れ以外はすべて CLAIR が補助するという仕組みを作ったんです。だから横須賀の新倉さん

もそれで行ったはずです。事実上はただなのです。それをあまり多くの協会、自治体の方

が知らないということは残念なことですけれども。 

  多文化共生マネージャーというのは、多文化共生に関するいろいろなことを学ぶことが

できます。しかも今申し上げたように、これは CLAIR が助成してくれるので、お金はかか

らないんですね。こういうことも使っていただくとよいと思いますので、ぜひ先ほどのお

話にもあったように「あるものを活用し、できることをする」という小池さんの話、その
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通りだと思います。 

  だけど予算のことを考えると、いろいろな理由で本当に必要なものにしか予算はついて

いかない。多文化共生に関して、予算はいろいろなところが持っていますので、それを活

用していただきたいと思います。 

 

●よこすかボランティアセンターの事例に対するコメント 

  平野さんのお話は「顔の見える関係作り」ということで私もまさにそのように思ってお

ります。結局、みなさん方はご自分の仕事だからやっているということにしますと、担当

が変わってしまうと関係なくなってしまうんですね。ですから、たまたまそういうことで

ご縁があったのでしょうけど、なんらかの形で在住外国人の方々について知る機会をもっ

ていたほうがよいと思います。それによって、自分が担当を外れたり、別のところへ異動

しても、そういう人たちが日本で生きていく、なにが自分にできるかということを考えて

いただけるんです。今日、防災の方もいらっしゃいますが、今まで防災はあまり外国人の

事を考えていなかったんですけれども、こういうふうなことで、来ていただけますと、外

国人との共生は具体的にどうしていけばよいのかということを考えるきっかけになると思

います。防災を外れて、別のセクションに行っても関係するわけですね。実際にご自分が、

外国人の方と関係を作っていただく、そういうことを横須賀市の松本さんは言っておられ

たのだと思います。ぜひそうあってほしいと私からもお願いしたいと思います。 

 

●連携を進めていくうえで苦労した点、成果が出た点について 

松本氏 

ありがとうございました。さて、事例の紹介をしてもらって、また、大野さんからとて

も貴重なコメントをいただきました。次に、フロアの皆さんを代表して、私のほうからパ

ネリストの方々に質問をしていきたいと思います。 

それぞれの取組みということで、フロアのみなさんにとっては「素晴らしい取組みだけ

ど、勝手にやればいいんじゃないの」、「いい話だけど、それでどうした？」こんな気持ち

もあるかもしれません。ただですね、この中で、こういうふうにやってこられたこと、や

ることができたことに理由があったり、あるいは事情があったりということがあるかもし

れません。そういう中で、みなさんが「ここはイチオシ」だと、「こういう背景があってこ

ういう成果が上がったんです」。例えば、自分のセクションだけではない関連団体との連携

の中で見違える成果がでた、連携する中で泣きたいくらい大変だったこと、苦労したこと、

こういったことをまた順番に聞いてみたいと思うのですが、綾瀬の朋ちゃんいかがですか。 

 

小池氏 

職場専門研修の研修内容を提案するのに、題材選びがやはり大変で、多くの職員の方に

興味をもってほしいし、多くの職員に参加してほしいと、さきほど言った 600 人中 25 人し

か参加者がいなかったということもありますので、研修題材を選ぶことに苦労しています。 

今回開催した「やさしい日本語講座」は、研修自体もやさしく、わかりやすいので、参加

者たちも楽しみながら参加していましたので、これからしばらくは「やさしい日本語講座」
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でいきたいと思っています。 

また、「やさしい日本語講座」の研修の準備にあたって、職員が対象でしたので、市民対

応でよく使われる言葉などを取り入れようということを考えまして、そのワークシートを

作るのに大変苦労しました。「やさしい日本語」は、難しい用語だからといって、すべてを

やさしい日本語にするのではなく、難しい用語のまま伝えなくてはならないものもあり、

その辺の見極めが難しく苦労しました。 

また、研修に参加した職員の反響では、研修内容の評価は良く、早速実践した職員もい

ましたし、「やさしい日本語」を今まで使っていたつもりだったが、全然「やさしい日本語」

ではなかったと反省する職員もいました。 

 

外国人住民支援の普通救命講習会のほうでは、一番の成果として感じたことは、やはり

担当職員としての収穫が一番でした。講習会を担当する消防職員が外国人の受講に対して

協力的だったのが印象的で、今年度開催するニュースポーツ教室での他の職場との連携に

期待がふくらみました。そして、こうした連携が、職員の外国人住民への意識、多文化共

生意識の高揚へとつながっていくのではないかと思います。 

この講習会では、外国人住民支援はもちろんですが、参加した外国人住民と顔見知りに

なることができ、地域の情報を教えてもらうなど、つながりをつくるきっかけもできまし

た。また、地域の国際関係者と連絡を取り合うことで、つながりもできたし、関係をすご

く深めることもできました。この収穫を外国人住民支援を考える中で生かしていきたいと

思います。 

 

 

松本氏 

ありがとうございました。いろいろな気づきがあった、ただ、苦労もあったと。ワーク

シート大変でしたね。これから「やさしい日本語」の講座を呼んでみようかなという時に

は、主催者側が事前に考えるワークシートづくりはけっこう大変です。 

次、コニタンですね。大和市国際化協会では、実は、事例発表のときには「今後やらな

ければいけないことが見えてきた」と途中経過の部分まででした。その中で、関係機関・

組織とやりづらかったこととか、見違えて成果があがったというような事例の紹介をして

いただけるとありがたいのですが。 

 

小西氏 

以前に、国際化協会では、市の総合防災訓練に、市の危機管理課に依頼をされまして、

ボランティアの通訳を派遣していたことがありました。総合アナウンスの通訳なんですけ

れども、無理を言いまして、アナウンスの原稿を早めに作ってもらって、それを事前に英

語とスペイン語に翻訳をして、通訳の日程を調整しまして、訓練に行っていただいていた

んですけれども、８月の総合防災訓練は、ものすごく暑くて、学校のグラウンドはすごく

埃っぽいし、しかも外国人の参加者がいないので、誰も聞いていないんですね。うちも手

間をかけてやっているので、何年か派遣したあとで、「こんなにボランティアさんに負担の



 63

大きい通訳を派遣することはできません」というようなことを今思うと反省しますが、  

本当に、ついこのあいだまでは、そんな感じで連携以前に、私たちの意識が一番問題だっ

たなと思っていますし、その意識を変えることができたことが一番の成果なのではないか

と思っています。どうして意識を変えることができたのかというところですが、一つはさ

きほど大野先生におっしゃっていただいたとおり、まずアクションを起こしてみたことで、

次になにをやればよいのかが分かってきたということがあります。提言をまとめる２年と

いう比較的短い期間で、現状を把握し課題を洗い出して、さらに解決策を提言するという

プロセスを踏みましたので、おのずとやることが見えてきました。大和市はそれまで取組

みがなにもなかったということもありますが、やることが分かれば比較的取組みやすい課

題なんじゃないかなという印象をもっています。 

 

もうひとつは「人」です。災害が発生してしまったら、自分たちだけではなにもできな

いということもあって、防災についてのネットワークは私たちが知らないだけでかなり広

い範囲で結び付きが既に出来上がっていました。なので、防災について取組み始めてから、

自分でもびっくりするぐらい人とのつながりが出来ていったんですね。それともう一つは、

私たちの周りにも会議のメンバーというふうに、一緒に防災について考えてくれる市民が

いましたので、一緒に「これはまずいよね」と言ってくださったのが、これから提言を形

にしていく中でも大きな力になるなと思っています。 

もうひとつありまして、それは、防災というテーマが多文化共生の取組みにも生かして

いけるテーマだなという感触を自分自身が持てたということです。例えば、大和市には、

ベトナム、ラオス、カンボジアといったインドシナ三国の方がたくさん住んでいます。い

ずれも通訳・翻訳者がすごく少ないということが私たちの悩みなんですけれども、もしこ

れを広域連携ということを考えたときに、同じくインドシナ三国が多く住む市町村と連携

することを想定してみたら、同じ悩みを共有できたり、少なくても翻訳について私たちの

抱えている悩みの解決にもつなげていけるんじゃないかなとそういうことを考えています。 

 

松本氏 

ありがとうございました。なかなか、盛りだくさんな内容でしたけれども、すごくびっ

くりするのは、実は大和の協会内では、多文化共生というか、その前段で防災・災害対策

については、「とんでもない、なにが必要なの。」というところでした。その中で「私たち」

と説明がありましたけれども、一番強く反対していたのは、コニタン本人そのものだった

ということを今、カミングアウトしていただきました。ですが、そこで考え方が変わった。

これは、キリスト教の聖書に書いてあることを思い出しますけれども、パウロという有名

な使徒がいますね。この人は、サウロといって、ユダヤ教の偉い人だったので、キリスト

教を迫害していたんですね。ですが、ある日突然考えが変わって、今度は、キリスト教推

進の第一人者となりました。そんなことを思い起こすと今後の大和市国際化協会の活動か

ら目が離せない、こういうことだと思いますね。 

 次に平野君、ボランティアセンターの趣旨の中に、他のありとあらゆる組織と連携をと

っていくと宣言をしてしまっているんですね。その中で成果が上がった点とか、「これはち
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ょっと大変だったなぁ、今でも大変だなぁ」と思うところを教えていただきたいと思いま

す。 

 

平野氏 

資料５の５ページをご覧になっていただければと思います。さきほどお話をさせていた

だきました避難所体験についての報告がついているかと思います。昨年度の資料を参考に

していただきたいと思うのですが、この宿泊体験を通じて、「いろいろな人や組織をつなげ

ていこう」ということが、先ほど松本課長のお話にもありましたけれども、大きな目的に

なっています。この５ページの中にもいろいろな人や組織の名前が記載されていると思い

ます。 

避難所体験にかかわった人や組織を確認しますと、主催者であります横須賀災害ボラン

ティアネットワークそして、横須賀国際交流協会、この両者をそれぞれ担当している横須

賀市社協あるいは市の国際交流課、そして、場所として協力をいただいている田戸小学校、

当日のプログラムに関わっていただいている日本ボーイスカウト横須賀地区協議会、日本

赤十字防災ボランティア連絡協議会神奈川県支部第３ブロックの方々などです。また資料

には記載がありませんが、朝食の差し入れについては、企業からも協力をいただいており

ます。 

個人については、日本人のほかに、中国人・アメリカ人・フィリピン人の方がいらっし

ゃって、横須賀の方だけではなく横須賀と防災協定を結んでいる船橋の方。また、聴覚障

害の方や車いすの方、市職員も危機管理課や市民生活課などの他部課の方々も参加してお

ります。また、国会議員や記者なども来られております。 

 

「つなげていく」「つながっていく」ことの意味は、「どのようにコミュニケーション

をとっていくのか」ということなのかなと思います。それは、組織と組織のコミュニケー

ションであったり、あるいは組織と個人、個人と個人のコミュニケーションであったりす

ると思います。どういう人や団体と、どのようにコミュニケーションをとっていくのか、

その内容に応じて考えていくことが大切と感じています。 

たとえば、組織と組織であれば、事前の打合せから顔を合わす機会を増やすことであっ

たり、個人と個人であれば、当日のプログラムの中にもあるように、新聞紙のスリッパな

ど手を動かしながらの作業を通じてコミュニケーションを図ることが大切なのかなと思い

ます。 

この避難所体験の活動がきっかけとなり、たとえば、国際交流協会で行っている「やさ

しい日本語」を地域の方が知って、町内会などの研修で学ぶ機会ができたりといったこと

で、地域の中での活動へ広がっていくことにもつながるかなと思っています。 

さまざまな団体が「つながっていく」「つなげていく」。その中でコミュニケーション

が生まれていくということは、外国人支援にも必要なことだと思っております。しかしな

がら、一つの取組みを行うということでお金など経費の負担の問題、主催・共催・協力な

ど、どういう形態にしていこうかとか、意思決定をどういうふうにしていくかという問題

があると思いますが、根本には、何が大切で何を伝えたいのか、そのことを一つ一つ確認
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しながら進めていければと思います。以上です。 

 

松本氏 

ありがとうございました。平野君のほうからはですね、いろいろと多岐に渡って、特に

連携先を列挙していただきました中で、最後のほうで軽く「意志決定の心棒の通し方が大

変かな」とスルッと言っていただきましたが、とても大変なんですね。特にボランティア

センターのみなさん、それから国際交流協会のボランティアも一様にそうですが、なかな

か言うことを理解してもらえなかったり、「こういうふうにしてほしい」と言ってもその通

りにならなかったり、そんな悩みもあるのではないかと思います。こういったことも平野

君は心棒がぶれないで、「これはどうしたらできるのか、そのためにはなんでもやろう」と

いうことで、本人はかなり大雑把なところも持っていまして、その分とても円滑に連携が

進んでいるのではないかという感じがしました。 

 

横須賀の紹介も同じようなことですので、被らないところだけ、お伝えしたいと思いま

す。社会福祉協議会ボランティアセンターとの協働、今、平野君が紹介してくれたことで

すけれども、これも実は人との出会いが出発で、さきほどから話題になっている横須賀国

際交流協会の新倉次長、ちょっと立っていただけますか？みなさん、ちょっと後ろ振り向

いていただいて。タイムキーパーをやってくれています。新倉次長がボランティアセンタ

ーの防災勉強会に参加をしました。私も参加するようになりました。今、パッとは分から

ないかもしれませんけれども、ボランティアセンターの中に新倉次長が入っていたことが

実はとても大きな引き金となって、ボランティアセンターのみなさんが、横須賀国際交流

協会の参加、相乗りについて、大変乗り気になってくれた。これが一つです。 

 

 もう一つは船橋市との相互支援の中で、人と人との出会いで、色々と大野さんからも紹

介がありましたが、船橋の多文化共生マネージャー高橋さんと新倉次長は JIAM の多文化共

生マネージャー講座の同期生だったというところからスタートしています、一気に機運が

高まりまして、さきほどご紹介のありました自治体国際化協会の補助金 200 万円、これが

でましたね。ですからほとんど持ち出しをすることはありませんでした。みなさん、ハン

ドブックの裏側を見ていただきますと、宝くじの金太郎マークがついています。これを載

せることで、満額の補助を受けられることになりました。金銭的にはほとんど負担なく、

実施することができました。 

船橋市では、９月１日防災の日に一番近い土日に宿泊訓練を実施します。横須賀も夏の

船橋市に駆けつけました。ボランティアさんたちも連れていきました。その中で船橋市の

ボランティアさんのひとりが横須賀から駆けつけたボランティアさんをどなりつけてしま

ったんですね。その現場に私も居合わせましたけども、新倉次長もいました。「冗談じゃな

い。こんなことされるんだったら、助けになんかいかないわよ。」とこういう話になるわけ

なんですね。顔の見える関係というのは、こういう行き違いもありうるんです。それも大

事なんですね。なにが言いたいかというと、その船橋市で研修を仕切ってくれていた船橋

市国際交流室の津田君、今年２月に神奈川県の報告に来てくれました。その津田君が「新
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倉さんからそういうクレームをいただいて、本当に嬉しかった。そういうことを言っても

らわないと、僕達は気がつきませんでした。分かりませんでした。」と。顔の見える関係と

いうのは、顔の見える関係の相手を鏡にして、自分達をもう一回知ることができる。これ

は実は、多文化共生の外国人と日本人、これも同じことなのかもしれません。 

 

 苦労はしたんだけれども、気づくことができた。こんな紹介をさせていただきました。

終わりが近くなってきましたけれども、ここで、大野さんのほうから、事例紹介や本日の

事例以外にも、災害時外国人住民支援という視点で、行動を起こす際に必要な心構えや意

識しておくべき点、こういったことについて、総合的なコメントをうかがってみたいと思

います。よろしくお願いします。 

 

大野氏 

松本さんがおっしゃったこととも関係するのですが、私は、非常に簡単な論理で災害時

の多文化共生、外国人支援を考えています。松本さんがおっしゃったこと、そのままなの

ですが、結局、自分を知るためには、お互いを認め合って、自分ではない他者、鏡に写る

自分を見て初めて、自分が分かるということなんですね。自分の顔を見るためには、鏡に

映すしかないので。それが他者という鏡が必要な例だと思います。今日は、国際関係の方

や防災関係の方がいるわけですけれども、私の発想は、要するに地域社会をより住みやす

くといったことを考えたときに、今の日本を見ると、日本人だけでなくて、外国人がいる

ことが大事なんだということが私の想いです。なぜ外国人住民のために支援をしたりする

のかということがよくあります。ですが、今の日本をこれから考えていくと、外国人住民

がいることが、日本の地域社会がよくなるための条件なんだということが私の考えです。

つまり、外国人という鏡を通してこの地域社会をよくするということを考えることが大事

だと。障害者の方たちをどうするか考えるのと同じ話なんです。バリアフリーの問題がで

てきたのは、障害者のことを考えはじめてからです。 

 

・災害時における多文化共生 

外国人住民がいることによって日本の地域社会がよくなるということ、これはポジティ

ブに考えるということです。それを考える際に一番よいポイントは災害のことなんです。

なぜかというと、さきほど申し上げたように、災害というのは、どんな人の命も大事なん

ですよ。救わなくてはいけない。国籍も老人も子供も関係ない。人を救わなくてはいけな

いとはっきり分かるのは災害です。そのときのことが、想像力によって分かれば、そのと

きなにをしなくてはいけない、そうすると日ごろからなにをしなくてはいけないというこ

とも分かってくるのです。だからなぜ災害の時に多文化共生を考えるかといった時に私は

そういった論理で考えます。それは自分の経験によっているので、経験のない方には分か

りにくいところもあるかもしれませんが、私はそういうふうにはっきり思っています。で

すから、いろいろな工夫があり得る世界ではありますけれども、少なくとも災害時におけ

る多文化共生とか外国人支援を考えるには、想像力が必要です。それから、地域社会をよ

くするために、いろいろなことが必要になりますが、そういった問題を考えるときに災害
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時における課題にフォーカスすると、物事がよくみえてきます。  

 

ところが逆に言うと、最近また、防災に対する熱意が冷めてきています。ただ、一番大

事なことは阪神淡路大震災に言えることですが、あれだけ大きな地震が起こることを関西

の人は全く予期できていなかった。これは大事な問題ですね。例えば、防災訓練ひとつと

っても、自衛隊と一緒にやってなかったんですね。自衛隊を呼ぶということにあまり意識

がなかった、そういう問題もあります。だから、日ごろからいろいろなことをやっていな

いと、分からないんですよ。そういうことをぜひ、今日はパネルディスカッションや私の

講演でいろいろと知ったこともあるかと思いますが、むしろ大事なことはこれを機会に、

具体的なことに加わっていただく。そこでみなさんがストーリーを作っていただく。スト

ーリーを作ることによって、いろいろな経験、今のポジションにずっといるわけではなく、

いろいろなところに行っていろいろなことをされると思いますが、そういう時であったと

しても多文化共生とか在住外国人のことについて、自分になにができるだろうかというこ

とを考えていただくことになると思います。今日の研修会がそのようなきっかけになれば、

良い研修会になったのではないかと思います。 

 

松本氏 

ありがとうございます。本当に想いの伝わってくる熱いお話をいただきました。今日は

横須賀の市民安全部危機管理課からも職員が参加していますが、例えば、「地震が来たら表

にでてはいけませんよ」というのは、今度変わるんですよね（横須賀市危機管理課職員に

問いかけ）。「外にでてください」になるかと思います。こんなこともアンテナを張ってお

かないと、なかなか気がつきません。こういうことをハンドブックなどでガチッと決めて

しまうと、ちょっと危ないですよ、ということもあります。これは私も実際に消防の方と

お酒を飲んでいて知ったような情報です。 

それから、先ほども言いましたけれども、CLAIR とか NPO タブマネ協議会の活用であると

か、JIAM の講座の活用、これらは予算を前年度から組まなくても、思いついたその年度に

実施ができる。講師を呼んで講習会をやる、訓練をする、あるいは、自分が研修を受けに

行くというのは、予算がなくても、人員がなくてもちょっと汗をかくだけで実現するとい

うサービスがある。こういうことを情報共有として持っているということは大切なことだ

と思います。 

全国的なネットワークや県内自治体・国際交流協会等のネットワークを積み重ねて、情

報共有を求めていくということが重要なことではないでしょうか。できることをできる人

がやる。できる人、やってくれる人を増やしていく。こんなところに気付いていただける

と、今日のパネルディスカッションの目的もおおむね達成できたのではないかと思います。 

質問をお受けする時間を設けてあるようですので、ここで事務局のほうにマイクをお返し

したいと思います。 
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４ 質疑応答 

Ｑ１ 

横須賀のハンドブックの中に、ラジオＦＭブルー湘南というものがありますけれども、

ラジオとの連携はなさっていないんでしょうか。 

 

平塚市では、ＦＭ湘南ナパサというところで、毎週火曜日に６言語で生活情報を発信し

ています。毎週生放送ですので、時に休みを入れるときには、災害時の心得だとか、そん

なものをだしているんですね。ラジオは災害時も活用できるのではないかと思っています。

そこで、他の自治体がどのようにしているのかを知りたいと思いまして。この番組は 95 年

から始めているのですが、大和のベトナムの方たちが、災害時の行動や生活情報をベトナ

ムの方たちに流す活動をしてらっしゃって、そのテープを平塚のほうにテープを送ってい

ただき、活用させていただいたことがあるんです。 

大和市のほうでもどうなさっているのか、また、他の自治体でもそういったラジオのこ

とをしていたら、お伺いしたいなと思います。 

 

Ａ 松本氏 

ご質問ありがとうございます。ハンドブックの 75 ページにＦＭブルー湘南というものが

載っています。これは、地域防災計画の中にも地域ＦＭ局を通じて、外国人等にあてて、

情報を流していくと。こういう位置づけがあるのですが、現実的に言うと、周波数の問題

で、発信力にいまひとつ不安があります。今、ワット数までは分かりませんが、要は、市

役所の中でも聞こえない。だとすると、ちょっと使い勝手が悪いかな。連携としましては、

民放の地域局との連携、ラジオというのは、テレビと比べて、消費電力が低いということ

もあって、災害時の情報収集のツールとして非常に有用な手段だということは我々よく理

解しています。その中で全国的なネットワークとして、今、平塚市さんのほうでやられて

いるのと同じようにすぐに放送文面というのは入手が可能なんですね。そういうことが可

能だということを大きな有用手段として、位置付けていくと、こういう認識でおります。 

 

Ａ 小西氏 

大和市には、ＦＭやまとというコミュニティラジオがございます。今、ご提供いただい

た、ベトナム語の情報提供をしたというお話については、私は知らなかったです。今、国

際化協会とＦＭやまとの連携ということを考えると、一つは、インターナショナルクラブ

という毎週日曜日の夜７時 から多言語で情報提供している番組のスポンサーになってい

ます。もうひとつは、第 1 期の多文化共生会議で外国人向けの情報提供の課題が挙がった

時に、ＦＭをもっと積極的に活用したらどうかという提言をしておりますので、情報を提

供する一つのツールとしてラジオが大切だという認識はやはり私たちにもあります。以上

です。 

 

Ｑ２ 

今、外国人向け啓発冊子の中身をどうするかということで、限られた予算の中でどうす
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るかと選択を迫られているところです。主要な 6 言語で情報量が少ないとしてもそれでや

るか、または先ほどおっしゃっていたように、できるだけ「やさしい日本語」で多くの情

報を発信するようにしていくのか。もしくは、例えば英語だけでも作るか、また、冊子で

はなくてホームページにするのか。私は、外国人の啓発に携わったことがなく、分からな

いのですが、その辺のところをみなさんに聞いてみたいと思っています。 

 

Ａ松本氏 

政策的な話あるいは、選択肢の話は後で大野さんにコメントをいただければと思います。

まずですね、川崎市の平井さんをご存じですか。まずはそこからかなと思います。彼女は

交流推進課で京都の宿泊訓練も一緒に行っていますし、横須賀の講演にも来てくれていて、

十分な情報量を持っていると思います。まずは、川崎市の現状ですね、どれぐらいの外国

人構成で地域の外国人の分布の実態はどのくらいまで調査できているのか、そんなことを

横の連携で聞いてみる。その辺ができると、大きな動きになると思います。外国人向けの

防災ハンドブックとか、パンフレットについてお考えを大野さんからお話いただければと

思います。 

 

Ａ 大野氏 

さきほどからお話でていますが、CLAIR から多言語の災害時における色々な表示について

随分前からいろいろとやっていますので、一つはそういうものを活用するということがよ

いと思います。新しいものを作る必要はありません。国際担当窓口に聞けばすぐ分かりま

す。私から言わせると、川崎市は多文化共生については先進的な都市だと思います。在住

外国人を入れた会議を作ったりもしていますので、相当な蓄積があると思いますので、今

の話の中で相談してみると、どういうやり方がよいのか分かると思います。 

 

Ａ 松本氏 

個人的な話で大変恐縮ですけれども、川崎市長は阿部孝夫さんですよね。実は国際交流

の大専門家で、私は阿部孝夫さんが書いたいろいろな論文で国際交流の在り方とか国際化

の推進の仕方とか、実際の多文化共生の考え方ということを学びました。大野さんのおっ

しゃったとおり、川崎市の多文化共生の考え方はすごく先進的な位置づけだと思います。

県でもいろいろな情報を出しています。「こんにちは神奈川」は多言語で毎回されています

し、そういうところをぜひ活用していただけたらなと思います。 

 

Ｑ３ 

金沢区では、横須賀市の松本さんや新倉さんに今年、刺激を受けまして、区役所やボラ

ンティアセンターと協働しながら、外国人の災害時支援についての取組みを開始しており

ます。さきほどのご質問に関係するのですが、言語について小西さんにお伺いさせていた

だきます。 

今、取り組んでいる外国人支援の活動、あるいはこれから訓練というものをやって、訓

練、教育が大事であるということを外国人の人たちに分かりやすく教えていきたいと思っ
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ています。 

先日、区役所の方が来られて、外国人 10 名ぐらいにインタビューされました。ですが、

ほとんど母国語以外通じませんでした。対象が日本語学校に来られている生徒さんなので、

日本語も初級で、例えばアフリカの方だとか、中国、韓国の方は英語ももちろん通じない。

日本語か母国語しかだめなんです。では果たして外国人に防災について何語で説明してい

けばよいのか。金沢区は、南米の方が大変多く、スペイン語は必要だと思いますが、所詮

なにをやっても全員に理解していただくということは無理だなというのを感じたんです。  

そうすると、大半に通じればよいという理解でやればよいのか、徹底して日本語を理解

してもらうことを中心にしてやったほうがよいのか、どんな戦略がよいのかということを

ちょっと悩んでいるところです。ぜひなにかご意見がありましたら教えていただきたいと

思います。 

 

Ａ 小西氏 

私がお答えするのが適任かはちょっと分からないのですが、大和市で防災訓練をやろう

と考えたときに、例えばカンボジアコミュニティの人たちが防災訓練をやりたいとか中国

のコミュニティの人たちがやりたいといったふうに、当事者のリーダーの人たちが言った

りするので、段々といろいろな言語でやっていくというような感じになるのかなというの

が、これからやっていく中での印象です。以前にやったことのある防災訓練の時は、参加

者全部の言葉の通訳をつけました。私たちは通訳・翻訳ボランティアの 登録制度を持って

いますし、訓練の内容を必ず伝えたいと思いましたので、全ての言語の通訳をつけました。

こんなところでよろしいでしょうか。 

 

 

編集者注：本稿は、研修会出演者のみなさまに、記録をもとに改めて加筆・修正をお願い

してとりまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 ～顔の見える関係作り～ 

 

今回の研修会は、平時から「顔の見える関係」にある自治体・団体の方々に出演者や会場

の手配、広報、運営等多方面のサポートをいただいたことで無事開催を迎えることができま

した。 

研修会当日は、県内の国際政策担当課、国際化協会･国際交流協会、防災･災害対策担当課、

社会福祉協議会等様々な参加者が一堂に会して、災害時外国人支援･多文化共生の実務につ

いて、具体的な行動規範が示され、共有することができたとともに、関係者相互で「顔の見

える関係」作りの第１歩を踏み出すことができたことが大きな成果であったといえます。 

今後も、当研究会を通して、この「顔の見える関係」をより広げ、そして深めていけるよ

う努めていきたいと考えています。  

 
かながわ自治体の国際政策研究会 事務局 
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